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主
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文
献
資
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収
録
文
献
一
覧
 

●

永
福
寺
に
関

す
る
記
載
の
あ
る
主
要
文
献
を

選
び
該
当
箇
所
を
載
せ
た
o
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本
文
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に
示
し
た
テ
キ
ス
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引
用
し
た
も
の
で
あ
る
o
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十
二
 
鎌

倉
年
代
記

裏
書
 

（
全課
吾
妻
鏡
 

一
九
七
六
 
新
人
物
往
来
社
）
 

（
史
籍
集
覧
 
二
五
）
)
 

（
続
群
書
類
従
 
第
武
拾
九
輯
 
上
雑
部
五
）
 

（
続
群
書
類
従
 
第
参
拾
輯

上
 
雑
部
二
十
五
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（
続
群
書
類
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武
拾
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合
戦
部
三
）
 

（
神
奈
川
県
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編
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第

4
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一
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七
一
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神
奈
川
県
企
画
調
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部
県
史
編
集
室
）
 

（
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類
従
第
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四
輯
 
武
家
部
九
）
 

（
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日
本
古
典
文
学
全
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四
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一
九
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小
学
館
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（
新
編
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古
典
文
学
全
集
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一
九
九
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小
学
館
）
 

（
新編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
八
 

一
九
九
四
 
小
学
館
）
 

令
玉
林
苑
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続
群
書
類
従
第
拾
九
輯
 

遊
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九
）
 

（
績
史
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九
 
臨

川
書
店
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吾
 
妻
 
鏡
 

文
治
五
年
十
二
月
大
 

し
や
う
じ

や
 
み
 

九
日
 
甲
午

（
中
略
）
今
日
永
一帽
寺
の
事
始
な
り
〇
奥
州
に
お
い
て
、
秦
衡
管
領
の
精

舎
を
覧
し

め
、
 

く
わ
こ
う
 
こ

ん
 
ぷ
 

く
は
た
 
を

ん
り
や
う
 

な
だ
 
さ
ん
 
う
 

営
寺
花
構
の
懇
府
を
企
て
ら

る
o

か

つ
は
数
菖
の
怨
重

を
宥
め
、

か

つ
は
三
有
の
苦
果
を
救
は

ん
が
た
 

も

つ
ぱ
 

め
な
り
o

そ
も
そ
も
か
の
楚
閣
等
、
宇
を
並
ぶ
る
の
中

に
、
二
階
大
堂
綾
薩

あ
り
o

専
ら

こ
れ
を
摸
 

ち
ゆ
う
た
ん
 

せ
ら
る
る
に
よ

つ
て
、
別
し

て
二
階
堂
と
銃
す
る
か
o

梢
雲
挿
天

の
碧
落
を
極
む
る
こ
と
、
中
丹
の
謝
 

（
楊
）
 
か
ざ
 
こ

う
 
そ
 
ら

ん
し
や
う
 

よ
り
起
り
、
揚
金
荊
玉

の
紺
殿
を
筋
る
こ
と
、

あ
ま
り
さ
へ
後
素
の
圏
を

加
ふ
o

そ
の
濫
腸
を
い
は
ば
 

由
緒
な
き
に

あ
ら
ず
と
云
々
o
 

建
久
二
年
二
月
小
 

（
頼

朝

）
お
ほ
く
ら
や
ま
 
し

や
う
じ

や
 

十
五
日
 
甲
午
 
風
烈
し
〇

（
中
略
）
晩
に
及
び

て
、
幕
下
大
倉
山

の
選
を
歴
覧
し

た
ま
ふ
o

精
舎
を

建
立
せ
ん
が

た
め
に
、

そ
の
璽
地
を
得
た
ま
は
ん
が
故
な
り
〇
こ
れ
去
々
年
奥
州
を
征
し
た
ま
ふ
の
時
、
 

ぶ
 
い
 
ご

り
ふ
ぐ

わ
ん
 

合
戦
無
篤
の
後
、
鎌
倉
中
に

伽
藍
を
草
創
す
べ
き
の
由
、

御
立
願
あ
り
o

し
か
る
に
か

の
年
は
暮
れ
を
 

き
き
ん
 
け

い
く
わ
い
 

は
ん
ぬ
〇
去
年
は
奥
州
騒
動
し
、

園
土
飢
謹
な
ら
び

に
御
上
洛
等
計
曾
す
o

こ
れ
に
よ
つ
て
管
作
な
し
〇
 

せ
い
ひ

つ
 
ほ

う
じ

ん
 

今
に
お
い
て
は
郡
園
こ
と
ご
と
く
静
誰
に
し

て
、
民
庶
皆
豊
稔
の
間
、

や
う
や

く
そ
の
沙
汰
あ

り
O
 

（
三
善

）
 
（
一
一
階
堂
）
 
（
藤
原

）
 

善
信
●
行
政

・
俊
兼
等
こ
れ
を
奉
行
す
べ
し

と
云
々
〇
 

建
久
三
年
正
月
大
 

ぼ
ん
 
ど
 
ひ

つ
 ぷ
 

廿

一
日
 
甲
午
 
新
造
の
御
堂
の

地
に
渡
御
し

た
ま
ふ
o

犯
土
の
間
、

土
石
を
運
ぶ
疋
夫
等
の
中
に
、
 

め
し

ひ
 
み
 

左
眼
盲
の
男
あ
り
o

幕
下
覧
て
こ
れ

を
怪
し
み
、
彼
の
者
何
園

よ
り
誰
人
進
ず

る
や
の
由
、
尋
ね
仰
せ
 

さ
 
ぬ
き
（
魔
綱

）
 

ら
る
〇
よ
つ
て
景
時
こ
れ

を
相
尋
ぬ
と
い
へ
ど
も
分
明
な
ら
ず
〇
御
前
に
召
し
寄
せ
ら

る
o

佐
貫
四
郎
 

（
旨

カ
）
 
め
ん
ば

く
 
う
ち
が

た
な
 

大
夫
御
目
を
伺
ひ

て
面
縛
す
る
の
と
こ
ろ
、

懐
中
に

一
尺
除
の
打
刀
を
帯
す
〇

ほ
と
ほ
と
寒
氷
の
ご

と
 

み
 
お
ほ
 
し
 

し
o

ま
た
そ
の
盲
を
覧

る
に
、
魚
鱗
を
も

つ
て
眼
の
上
を
覆
ふ
o

い
よ
い
よ
害
心
あ
る

者
の
由
を
知
ろ
 

な
 
の
り
 
（
干

忠
光
）
 
は

か
 

し
め
し
、

こ
れ
を
推
間
せ
ら
る
〇
名
謁
申
し

て
言
は
く
、
上
纏
五
郎
兵
衛
尉

な
り
〇
幕
下
を
度
り
た
て
 

け
い
く
わ
い
 

ま
つ
ら
ん
が
た
め
に
、
数
日
鎌
倉
中
を
経
廻

す
と
云

々
〇
す
な
は
ち
義
盛
に
下
し
賜
ひ
、
同
意
の
輩
を
 

召
し
尋
ね
ら
る
べ
き
の
旨
、

こ
れ
を
仰
せ
含
め
ら

る
と
云
々
o
 

建
久
三
年
六
月
大
 

（
重
忠

）
 

（
魔
綱

）
 

じ
や
う

（
資
茂

）
 

十
三
日
 
発

丑
 
幕
下
、
新
造
御
堂
の
地
に

渡
御
す
〇
畠
山
次
郎

●
佐
貫
四
郎
大
夫

・
城
四
郎
・
工
藤
 

（
行
光

）
 
（
政
義

）
 
り
や

う
と
う
 

小
次
郎
●
下
河
退
四

郎
等
、
梁
棟
を
引
く
〇
そ
の
力
す
で
に

力
士
数
十
人
の
ご

と
し
o

筋
力
を
書
す
べ
 

ぼ
ん
 
ど
 

き
事
等
、
お
の
お
の
一
時
に

功
を
成
す
o

観
る
者
目
を
驚
か
す
〇

幕
下
感
じ

た
ま
ふ
。
お
よ
そ
犯
土
と
 

（
義
時

）
 
む
か
ば

き
 
い
 

い
ひ
、
管
作
と
い
ひ
、

江
間
殿
以
下
手
づ
か
ら

こ
れ
を
沙
汰
す
o

こ
こ
に
土
を
夏
毛
の

行
騰
に
納
れ

て
 

（
梶
原

）
 

こ
れ
を
運
ぶ
者
あ
り
o

そ
の
名
を
尋
ね
ら
る
る
の
と
こ

ろ
、
景
時
申
し

て
云
は
く
、
囚
人
皆
河
権
六
太
 

（
義

仲
）
 

郎
な
り
と
云

々
〇
そ
の
功
に
感
じ
、
た
ち
ま
ち
に
厚
免
を
蒙
る
o

こ
れ
木
曾
典
厩
専
一
の
者
な
り

o

典
 

厩
課
せ
ら
る
る
の
後
、
囚
人
と
な
り
て
、
梶
原
に
召
し
預
け
ら

る
と
云
々
o
 

建
久
三
年
八
月
小
 

廿
四
日
 
甲

子
 
二
階
堂
の
地
に
始
め

て
池
を
掘
ら
る
〇
地
形
も
と
よ
り
水
木
相
慮
の
所

な
り
o

近
園
 

ひ

つ
 ぷ
 

の
御
家
人
に
仰
せ
て
、

お
の
お
の
三
人
の
疋
夫
を

召
す
と
云

々
〇
将
軍
家
監
臨
し

た
ま
ふ
o

御
蹄
り
の
 

時
に
及
び
て
（露

が
家
に
入
御
す
o

誕
澄
以
下
宿
老
の
類
、
 い

つ
し
ゆ
い

つ
ぺ
い
 

一
種
一
瓶
を
持
参
す
と
云

々
o
 

廿
七
日
 
丁
卯
 
将
軍
家
、

二
階
堂
に
渡
御
す
o

阿
波
阿
閣
梨
静
空
の
弟
子

僧
静
玄
を

召
し
、
堂
前
の
 



池
の
立
石
の

事
仰
せ
合
は

せ
ら
る
と
云
々
o

巌
石
数
十
果
、

所
々
よ
り
こ
れ
を
召
し
寄
せ
ら
れ
、
積
み
 

て
高
岡
を
成
す
と
云
々
o
 

建
久
三
年
九

月
大
 

（
二
階
堂
）
 

十
一
日
 
庚
辰
 
静
玄
、

堂
前
の
池
に

石
を
立

つ
〇
将
軍
家
、
昨
日
よ
り
行
政
が
宅
に
御
逗
留
〇

こ
の

事
を
覧

ん
が
た
め
な
り
〇
汀
野
の
埋
石
、
金
沼
汀
野
筋
、
鵜
曾
石
島
等
の
石
、

こ
と
こ
と
く
も

つ
て
今
 

を
し

へ
 

日
こ
れ
を
立

て
終
る
o

沼
石
な
ら
び

に
形
石
等
に
至
り
て
は
、
 
一
丈
ば
か
り
な
り
〇
静
玄
が
訓
を
も

つ
 

て
、
畠
山
次
郎
重
忠

一
人
こ
れ
を
捧
げ
持
ち
、
池
の
中
心
を
渡
り
行
き
て
こ
れ
を
立
て
置
く
〇
観
る
者
 

そ
の
力
に
感
ぜ
ず

と
い
ふ
こ
と
な
し
と
云
々
〇
 

建
久
三
年
十
月
大
 

廿
五
日
 
甲
子
 
二
階
堂
に
惣
門
を
立
て
ら

る
と
云
々
〇
 

（
藤
原

）
 

廿
九
日
 
戊

辰
 
永
幅
寺
の
扉
な
ら
び

に
悌
の
後
壁
の
書
一
圏功
を
終

ふ
〇
修
理
少
進
季
長
こ
れ
を
書
一く
〇
 

こ
れ
秀
衡
建
立
の
園
隆

寺
を
摸
せ
ら

る
〇
書
一
圏
に至
り
て
は
、
 
一
事
己
上
彼

の
ご
と
し
と
云
々
o
 

建
久
三
年
十

一
月
小
 

（
二
階
堂
）
 

（
干
）
 

二
日
 
辛
未
 
御
堂
供
養
、

来
月
遂
げ
行
は
る
べ
し
o

導
師
下
向

の
間
の
雑
事
以
下
、
行
政
・
盛
時

等

奉
行
と
し

て
、
今
日
沙
汰
あ
り
o

海
道
騨
家
の
事
、

園
々
に
奉
行
を
差
し
定
め
ら

る
o

足
柄
山
越
え
の

兵
士
は
沼
田
太
郎
・
波

多
野
蚤
鰯

●
河
村
一議

・
豊
田
太
郎

・
工
麟
鍵
等
沙
汰
す
ぺ
き
の
由
、

仰
せ
含

め
ら
る
と
云
々
o
 

十
三
日
 
壬
午
 
二
階

堂
の
池
の
奇
石
の
事
、

な
ほ
御
気
色
を
背

く
事
等
相
交
は

る
の
間
、
静
玄
を
召
 

重
 
忠
 

（
魔
綱
）
 

（
賓
春

）
 

し
、
重
ね
て
こ
れ

を
直
さ
る
o

畠
山
次
郎
●
佐

貫
大
夫
●
大
井

次
郎
巌
石
を

運
ぶ
〇
お
よ
そ
三
輩
の
勤

め
、
す
で
に
百
人
の
功
に
同
じ
o

御
感
再
三
に

及
ぶ
と
云
々
O
 

廿
日
 
己

丑
 
永
幅
寺
の
管
作
す
で
に

そ
の
功
を
終
ふ
〇

雲
軒
月
殿
、
絶
妙
比
類
な
し
〇

ま
こ
と
に
こ

れ
西
土
ル
畿

の
曇
野

東
開
二
階
の
楚
宇
に
遷
す
も
の
か
o

今
日
御
墓
所
御
参
あ

り
と
云
々
o
 

廿
二
日
 
辛
卯
 
鶴
岡

宮
に
お
い
て
御
神
楽
あ

り
o

こ
れ
御
堂
供
養
に
魔
障
あ
る
べ
か
ら

ざ
る
の
由
御

所
薦
な
り
〇
相
摸
守
御
奉
弊
の
御
使
た

る
な
り
〇
 

廿
五
日
 
甲

午
 
（
中
略
）
今
日
、
永
幅
寺
の
供
養

な
り
〇
憂
陀
羅
供
あ
り
o

導
師
は

法
務
大
僧
正
公

穎
と
云

々
〇
旅
欧
幡
守
慶
元
行
事
た

り
o

導
師
請
僧
の
施
物
等
は
、

勝
長
毒
院

の
供
養
の
儀
に
同
じ
o
 

布
施
取
は
十
人
を
採
り
用
ひ
ら
る
〇
ま
た
導
師

の
加
布
施
は
銀
叙
、
前
少
将
時
家
こ
れ
を
取
る
〇
特
軍

家
御
出
と
云
々
0
 

先
陣

の
随
兵
O
 

伊
津
五
郎
信
光
 

信
濃
三
郎
光
行
 

（
稲
毛

）
 

小
山
田
三
郎
重
成
 
漉

谷
次
郎
高
重
 

三
浦
左
衛
門
尉
義
連
 
土
肥
蒲
太

郎
遠
干
 

小
山
左
衛
門
尉
朝
政
 
千
葉
新
介
胤
正
 

将
軍
家
 

小
山
七
郎
朝
光
御
叙
を
持

つ
o
 

佐
々
木
三
郎
盛
綱
御
甲
を
著
く
O
 

て
 
し
 
が
 
は
ら
 

勅
使
河
原
三
郎
有
直
御
調
度
を
懸
く
と
云

々
o
 

御
後
の
供
奉

人

蕊
牛
の
 

（
大
内

）
 

（
源）
 

武
蔵
守
義

信
 

参
河
守
範

頼
 



（
安
田

）
 

（
足
利
）
 

遠
江
守
義
定
 

上
総
守
義
兼
 

（
大
内

）
 

（
加
々
美
）
 

相
摸
守
惟
義
 

信
濃
守
遠
光
 

（
安
田

）
 

（
毛
呂

）
 

越
後
守
義
資
 

豊
後
守
季
光
 

（
山
名
）
 

（
源）
 

伊
豆
守
義
範
 

加
賀
守
俊
隆
 

（
石
河

）
 

兵
衛
判
官
代
義
資
 

村
上
判
官
代
義
園
 

藤
判
官
代
邦
通
 

源
判
官
代
高
重
 

（
開
瀬

）
 

修
理
亮
義
盛
 

新
田
蔵
人
義
兼
 

奈
胡
蔵
人
義
行
 

佐
貫
大
夫
慶
綱
 

所
雑
色
基
繁
 

橘
左
馬
大
夫
公
長
 

（
東
）
 

千
葉
大
夫
胤
頼
 

野
三
左
衛
門
尉
義
成
 

八
田
右
衛
門
尉
知
家
 

足
立
左
衛
門
尉
遠
元
 

比
企
右
衛
門
尉
能
員
 

梶
原
刑
部
丞
友
景
 

（
梶
原）
 

左
衛
門
尉
景
季
 

後
藤
兵
衛

尉
基
清
 

梶
原
兵
衛
尉
景
茂
嘱
力
 
」
麟

響
カ
 

畠
山
次
郎
重
忠
 

土
屋
三
郎
宗
遠
 

工
藤
庄
司
景
光
 

加
藤
次
景
廉
 

梶
原
干
三
景
時
 

因
幡
前
司
慶
元
 

後
陣

の
随
兵
o
 

下
河
選
庄
司
行
干
 

和
田
左
衛
門
尉
義
盛
 

小
山
田

四
郎
重
朝
 

葛
西
兵
衛

尉
清
重
 

工
藤
左
衛
門
尉
帖
経
 

野
三
刑
部
丞
成
綱
 

小
山
五
郎
宗
政
 

佐
々
木
五
郎
義
清
 

建
久
四
年
三
月
小
 

四
日
 
辛
未
 
来
十
三
日
、
覇

の
御
彫
彫
な
り
〇
よ

つ
て
千
僧
を
供
養
せ
ら
る
る
の
間
、
営
日

に
臨
 

（
藤
原
）
 

み
て
、
お
の
お
の
参
上
す
べ
き
の
由
、
寺
々
に
鰯
れ
仰
せ
ら

る
と
云
々
o

俊
兼
こ
れ

を
奉
行
す
〇
 

若
宮
 

勝
長
毒
院
 

永
幅
寺
 

伊
豆
山
 

篤
根
山
 
高
麗
寺
 

大
山
寺
 

観
音
寺
 

建
久
四
年
六
月
小
 

わ
た
 
み
ん
れ
い
 

廿
日
 
乙
卯
 
炎
早

旬
に
渉
り
、
民
梨
雨
を
思
ふ
〇
こ
れ
に
よ

つ
て
、
鶴
岡

●
勝
長
毒
院

・
永
幅
寺

の
 

（
三
善

）
 

供
僧
、
所
雨

の
法
を
奉
仕
す
〇
善
信
奉
行

と
し
て
、
お
の
お
の
奉
書
を
遣
は
す
と
云
々
o
 

建
久
四
年
九
月
大
 

廿
七
日
 
庚
寅
 
来
月
御
堂
供
養

の
導
師
下
向
の
間

の
事
、
宮
内
大
輔
重
頼
の
許
に
遣
は
さ
る
と
云
々
o
 

冊
日
 
発
巳
 
御
堂
供
養
の
事
に

よ

つ
て
、
警
固

の
た
め
に
参
上
す
べ
き
の
旨
、
奉
書
を
近
園
の
御
家
 

（
中
原

）
 

人
等
に
廻
ら
さ
る
〇
梶
原
干
三
景
時

●
右
京
進
仲
業
等
こ
れ

を
奉
行
す
O
 

建
久
四
年
十
月
大
 

お
く
り
ぶ
 

三
日
 
丙
申
 
御
堂
供
養

の
導
師
下
向

の
間
、
海
道
騨
家
の
雑
事

●
迭
夫
の
事
、

御
家
人
等
に
支
配
せ

ら
る
〇
今
日
雑
色
等
を
付
け

て
遣
は
さ
る
る
と
こ
ろ
な
り
〇
来
廿
日

の
比
出
京
せ
し
む
べ
し
と
云
々
o
 

伽
響

二
舞

・
機
声
等
こ
れ
を
奉
行
す
と
云
々
o
 

建
久
四
年
十
一
月
大
 



八
日
 
辛
未
 
前
椎
僧
正
員
園

警
読

京
都
よ

り
参
著
す
o

こ
れ
永
幅
寺
の
傍
に
覚
宇
を
建
て
、
薬
師

如
来
の
像
を
安
置
せ
ら

る
る
の
間
、
供
養

の
導
師
と
し
て
招
請
せ
ら

る
る
に
よ
つ
て
な
り
o

比
企
右
衛
 

（
藤
原

）
 

門
尉
能
員
が
宅
を
鮎
じ
、

こ
れ
を
招
き
入
れ
ら

る
と
云
々
〇
ま
た
願
文
到
著
す
0

草
は
式
部
大
輔
光
範
 

（
葉
室

）
 

卿
、
清
書
は
按
察
使
朝
方
卿
と
云
々
o
 

（
二
階
堂
）
 
（
藤
原

）
 
（
干

）
 

（
中

原

）
 

十

一
日
 
甲
戊
 
御
堂
供
養
の

御
布
施
物

等
の
事
、
行
政
・
俊
兼

●
盛
時
・
仲
業
奉
行
と
し
て
、
こ
れ
 

を
召
し
整
ふ
と
云
々
O
 

廿
七
日
 
庚
寅
 
永
幅
寺
薬
師
堂
供
養
な
り
o

将
軍
家
寺
内
に

渡
御
す
o

南
門

の
外
に
お
い
て
行
列
を
 

整
ふ
0

千
葉
小
太
郎
成
胤
御
叙
を
持

ち
、
愛
甲
三
郎
季
隆
御
調
度
を
懸
く
と
云
々
o
 

先
陣

の
随
兵
〇
 

畠
山
次
郎
重
忠
 

葛
西
兵
衛
尉
清
重
 
蔵

人
大
夫
頼
兼
 
村

上
左
衛
門
尉
頼
時
 

氏
家
五
郎
公
頼
 
八
田

左
衛
門
尉
知
重
 
三
浦

介
義
澄
 

和
田
左
衛
門
尉
義
盛
 

下
河
退
庄
司
行
干
 
後
藤
左
衛
門
尉
基
清
 

後
陣

の
随
兵
o
 

北
篠
五
郎
時
連
 

小
山
七
郎
朝
光
 
梶

原
源
太
左
衛
門

尉
景
季
 
同

刑
部
左
衛
門

尉
定
景
 

相
馬
次
郎
師
常
 
佐

々
木
左
衛
門
尉
定
綱
 
工

藤
小
太
郎
行
光
 

新
田
四
郎
忠
常
 

ば
ん
そ
う
 
を
は
 

御
出

の
後
、
午
の
旭
に
及
び

て
、
導
師
前
椎
僧
正
員
園
、

伴
僧
を
相
率
し

て
参
堂
す
o

事
誌
り
て
御
布
 

施
を
引
か
る
o
 

導
師

の
分
〇
 

か
づ
け
も

の
 

錦
被
物
二
十
重
 

綾
被
物
百
重
 
砂

金
五
十
雨
 
帖

絹
二
百
疋
 

あ
い
ず

り
 

紫
絹
五
十
端
 
白

布
二
百
端
 
藍

摺
三
百
端
 

綿
五
百
雨
 

い
ろ
か
は
 

色
革
百
枚
 

鞍
馬
十
疋
 

か
 

ぶ
 

せ
 

同
加
布
施
o
 

い
つ
つ
ぎ
ぬ
 

す
い
し

や
う
 

五
衣
一
領
 
水
精
念

珠
 
金
作

叙
一
腰
 

請
僧
の
分
口

別
O
 

錦
被
物
五
重
 
綾
被
物
三
十
重
 
帖

絹
五
十
疋
 
染

絹
五
十
端
 

紫
絹
二
十
端
 
白

布
百
端
 

藍
摺
百
端
 

綿
三
百
雨
 

色
革
三
十
枚
 

鞍
馬
三
疋
 

は
ち
ぽ

く
 

還
御
の
後
、
巻
絹
百
、
染
絹
百
、
宿
衣
一
領
、

八
木
百
石
、

迭
文
誕

譲

麗
裂
与
汰

等
を
僧
正
の
旅

館
 

に
遣
は
さ
る
o

比
企
藤
内
朝
宗
御
使
た

り
と
云
々
o
 

建
久
四
年
十
一
月
 

（
安
田
）
 
け

う
し
ゆ
 

廿
八
日
 
辛
卯
 
僧
正
婦
洛

せ
ら
る
o

今
タ
、
越
後
守
義

資
、
女
の
事
に

よ

つ
て
泉
首
せ
ら
る
〇
加
藤

次
景
廉
に

仰
せ
付
け
ら

る
る
と
こ
ろ
な
り
〇
そ
の
父
遠
江
守
義
定
、
件
の
縁
坐
に
就
き

て
御
気
色
を
蒙
 

ち
や
う
も

ん
 

る
と
云
々
o

こ
れ
昨
日
御
堂
供
養

の
間
、
義
資
艶
書
を
女
房
聴
聞

の
所
に
投
じ
を
は
ん
ぬ
o

し
か
る
に

後
害
を
顧
み
、
あ
え
て
披
露
な
き
と
こ

ろ
、
梶
原
源
太
左
衛
門

尉
景
季
が
妾
暁
勢
揃

夫
景
季
に

語
り
、
 

き
う
め
い
 

ま
た
父
景
時
に
通
ず
〇
景
時
将
軍
家
に
言
上
す
o

よ

つ
て
員
偏
を
紅
明
せ
ら
る
る
の
時
、
女
房
等
が
申
 

と
う
か
 

せ
ん
ぱ

つ
 
う
か
が
 

す
詞
符
合
す
る
の
間
、
か
く
の
ご
と
し
と
云
々
0

三
年
東
家

の
蝉
髪
を
窺
は

ず
ん
ば
、
 一
日
あ
に
白
刃
 

あ
 

の
泉
首
に
遭
は
ん
や
o
 

従
五
位
下
守

越
後
守
源
朝
臣
義
資
年
 

遠
江
守
義
定
が

一
男
 



建
久
五
年
正
月
大
 

十
八
日
 
庚
辰
 
永

幅
寺
・
勝
長
寿
院

等
に
御
膿
悌
と

云
々
〇
 

建
久
五
年
七

月
小
 

が
ら

ん
 

十
四
日
 
発
酉
 
永
幅
寺
の
郭
内
に

一
宇
の
伽
藍
を
建
立
せ
ら

る
〇
今
日
上
棟
す
〇
将
軍
家
監
臨
し

た

ま
ふ
o
三
零

機
に
預
る
〇
大
工
に
馬

三
疋
、
翫

m
鞍
羅

一
〇
鵬
で
に
お
の
お
の
馬

一
疋
、
白
布
十
端
 

（
二
階堂
）
 
（
中

原

）
 

な
り
o

行
政
・
仲
業
こ
れ

を
奉
行
す
o
 

建
久
五
年
八

月
小
 

廿
六
日
 
甲
寅
 
御
不

例
蹴
緋
の
間
、
極
鵡
衛
を
相
具
し
、

勝
長
寿
院
・

永
幅
寺
等
に

御
参
o

次
に
 

た
 
こ
 
え
 

多
古
江
河
の
選
を
 
迫
遥
し
た
ま
ふ
o
 

廿
七
日
 
乙

卯
 
金
泥
の
法

華
経
五
部
、
京
都
よ
り
整
へ
下
さ
る
o

こ
れ
勝
長
毒
院

・
永
幅
寺
●
御
持
 

悌
堂
に
安
置
せ
ら

れ
ん
が
た
め
な
り
o
 

建
久
五
年
九

月
大
 

し
ゆ
く
ち
よ
く
に
ん
 

十

一
日
 
戊
戊
 
永

幅
寺
内

の
新
造
御
堂
の
宿
直

人
の
事
、
今
日

こ
れ
を
結
番
せ
ら

る
と
云
々
〇
結
城
 

（
朝
光

）
 

（
重
忠

）
 

（
義
盛

）
 

七
郎
●
畠
山

二
郎
・
和
田
左
衛
門
尉
等
、
そ
の
人
数
に
あ
り
と
云
々
o
 

建
久
五
年
十
月
大
 

十
三
日
 
庚
午
 
永
幅
寺
内
新
造
の
堂
の
事
、
今
年
中
に
供
養
を
遂
げ
ら

る
べ
き
に
よ

つ
て
、
導
師
と
 

し
や
う
 

（
藤
原

）
 

し
て
、
東
大
寺
別
営
僧
正
を
請
じ
申
さ
る
べ
き
の
由

と
云
々
〇
よ

つ
て
右
京
進
季
時
、

そ
の
使
節
と
し
 

て
上
洛
す
と
云
々
o
 

建
久
五
年
十
一

月
小
 

七
日
 
甲
午
 
永
幅
寺
内
新
造
の
御
堂
に
扉
を
立
て
ら

る
〇
よ

つ
て
将
軍
家
監
臨
し

た
ま
ふ
〇
工
等
別
 

稼
に
預
る
と
云

々
〇
 

（
中
原

）
 

廿
日
 
丁
未
 
御
堂
供
養
の
間
、

導
師
以
下
の
施
物
等
、
京
都
よ
り
到
著
す
o

前
掃
部
頭
親
能
奉
行
と
 

し
て
調
進
す
る
と
こ
ろ

な
り
o
 

建
久
五
年
十
二
月
大
 

ご
ぐ
わ
ん
 

二
日
 
戊
午
 
御
願
の
寺

杜
に
奉
行
人
を
定

め
置
か
れ
を
は
ん
ぬ
o

し
か
る
に
今
日
重
ね
て
そ
の
沙
汰
 

あ
り
て
、
人
数
を
加
へ
ら

る
〇
 

鶴
岳
八
幡
宮
上
下
 

（
安
達

）
 

（
藤
原

）
 

（
清
原

）
 

大
庭
干
太
景
能
 
藤
九

郎
盛
長
 
右

京
進
季
時
 

岡
書
允
清
定

勝
長
毒
院
 

（
中
原

）
 

因
幡
前
司
慶
元
 
梶

原
干
三
景
時
 

前
右
京
進
仲
業
 
豊
前
介
賓

景
 

永
幅
寺
 

三
浦
介
義
澄
 
畠
山

次
郎
重
忠
 
義
勝

房
成
尋
 

同
阿
禰
陀
堂
 

（
中
原

）
 

（
一
一
階
堂
）
 

前
掃
部
頭
親
能
 
民
部

丞
行
政
 
武
藤

大
蔵
丞
頼
干

同
薬
師
堂

驚
 

（
毛
呂

）
 

（
三
善

）
 

豊
後
守
季
光
 

隼
人
佑
康

清
 

干
民
部
丞
盛
時
 

（
藤
原

）
 

十
三
日
 
己

巳
 
右
京
小
進
季
時
、

京
都
よ
り
下
著
す
0

御
堂
供
養

の
導
師
、
す
で
に
下
向
あ
る
べ
き
 

の
由
と
云
々
o
 

十
五
日
 
辛
未
 
御
堂
供
養

の
導
師
、
近
日
下
著
せ
し
む
べ
き
の
由
、
先
使
到
来
す
る
の
間
、

そ
の
迎
 



へ
の
た
め
に
御
家
人
等
を
遣
は
さ
る
べ
し
o

ま
た
博
馬
以
下
を
充
て
催
さ
る
る
と
こ
ろ
な
り
0

三
浦
介
 

（
義
盛

）
 

（
景
時

）
 

（
宗
干

）
 

（
遠
干
）
 

（
重
園

）
 

五
疋
、
和
田
左
衛
門
尉
四
疋
、
梶
原
干
三
二
疋
、
中
村
庄
司
五
疋
、
小
早
河
禰
太
郎
五
疋
、
漉
谷
庄
司
 

（
帖
信

）
 

（
景
房
）
 

五
疋
、
曾
我
太
郎
二
疋
、
原
宗
三
郎
一
疋
と
云
々
o

こ
の
ほ
か
の
所
々
は
騨
家
の
雑
事
と
云
々
o
 

十
九
日
 
乙
亥
 
東
大
寺
別
営
前
権
僧
正
勝
賢
。
下
著
す
o

八
田
右
衛
門
尉
知
家
が
宅
に
招
き
入
れ
ら
 

る
と
云
々
o
 

廿
日
 
丙
子
 
源
蔵
人
大
夫
頼
兼
●
宮
内
大
輔
重
頼
等
、
京
都
よ
り
参
著
す
と
云
々
o
 

廿
六
日
 
壬
午
 
永
幅
寺
内
新
造
の
薬
師
堂
の
供
養
o

導
師
は
前
権
僧
正
勝
賢
と
云
々
〇
将
軍
家
御
出
O
 

（
季
隆

）
 

北
篠
五
郎
時
連
御
叙
を
持

つ
o

愛
甲
三
郎
調
度
を
懸
く
と
云
々
o
 

供
奉
人
布
衣
。
 

（
大
内

）
 

源
蔵
人
大
夫
頼
兼
 

武
蔵
守
義
信
 

（
加々

美
）
 

（
大
内

）
 

信
濃
守
遠
義
 

相
摸
守
惟
義
 

（
足
利

）
 

（
源）
 

上
纏
介
義
兼
 

下
纏
守
邦
業
 

（
藤
原

）
 

宮
内
大
輔
重
頼
 

駿
河
守
宗
朝
 

（
村
上

）
 

（
開
瀬

）
 

右
馬
助
経
業
 

修
理
亮
義
盛
 

（
中
原

）
 

（
大
江

）
 

前
掃
部
頭
親
能
 

前
因
幡
守
慶
元
 

（
藤
原

）
 

民
部
大
夫
繁
政
 
小
山

左
衛
門
尉
朝
政
 

下
河
選
庄
司
行
干
 
千
葉
介
常
胤
 

三
浦
介
義
澄
 
同

兵
衛
尉
義
村
 

八
田
右
衛
門
尉
知
家
 
足
立
左
衛
門

尉
遠
元
 

和
田
左
衛
門
尉
義
盛
 
梶

原
刑
部
丞
朝
景
 

佐
々
木
左
衛
門
尉
定
綱
 
同
中

務
丞
経
高
 

東
大
夫
胤
頼
 
境
兵
衛
尉

常
秀
 

野
三
刑
部
丞
成
綱
 

後
藤
兵
衛
尉
基
清
 

（
藤
原

）
 

（
大
江

）
 

右
京
進
季
時
 
江
兵
衛

尉
能
範
 

最
末
 

梶
原
干
三
景
時
 

随
兵
八
騎
 

（
義
 
時
）
 

北
篠
小
四
郎
 
小
山

七
郎
朝
光
 

武
田
兵
衛
尉
有
義
 
加

々
美
次
郎
長
清
 

三
浦
左
衛
門
尉
義
連
 
梶

原
左
衛
門
尉
景
季
 

千
葉
新
介
胤
正
 
葛
西
兵
衛
尉

清
重
 

布
施
取
 

（
一
篠
）
 

（
三
篠

）
 

右
兵
衛
督
高
能
朝
臣
 

左
馬
椎
頭
公
左
朝
臣
 

（
伊
佐

）
 

上
野
介
憲
信
 

皇
后
宮
大
夫
進
馬
宗
 

（
藤
原
）
 

（
毛
呂

）
 

前
封
馬
守
親
光
 
豊
後
守

季
光
 

橘
右
馬
権
助
次
慶
 

工
匠
蔵
人
 

（
源
）
 

安
房
判
官
代
高
重
 

導
師
の
布
施
 

錦
被
物
三
重
 

綾
被
物
七
十
重
 

綾
百
端
 



長
絹
百
疋
 
染

絹
三
百
端
 

白
布
千
端
 

加
布
施
 

金
作
叙
一
腰
 

香
呂
箇
確
購

篇
弱
c
9
 

こ
の
ほ
か
 

馬
二
十
疋
 

供
米
三
百
石
 

請
僧
の
布
施
口

別
 

色
々
の
被
物
冊
重
 

絹
三
十
疋
 

染
絹
三
十
端
 

白
布
二
百
端
 

紺
百
端
 

馬
二
疋
 

供
米
百
石
 

（
頼
家

）
 

廿
八
日
 
甲
申
 
特
軍
家
な
ら
び

に
御
墓
所

・
若
公
等
、
永
幅
寺
の
薬
師
堂
に
参
ら
し

め
た
ま
ふ
o

供
 

ぶ
 
る
 
こ

と
さ
ら
 

養
無
震
の
間
、

故
に
御
膿
悌
の
儀
に
及
ぶ
と
云
々
O
 

建
久
六
年
七
月
大
 

う
 
ら
 

ぽ
ん
 

ま
ん
ど

う
 
反
 

十
五
日
 
丁
酉
 
永
幅
寺
に
御
膿
悌
o

ま
た
勝
長
毒
院
に

お
い
て
、
孟
蘭
盆
の
御
悌
事
、
菖
燈
曾
等
を
 

修
せ
ら
る
と
云
々
o
 

建
久
十
年
九
月
大
 

ヘ
・
ん
 

（
頼
家

）
 

ま
り
 

廿
三
日
 

壬
子
 
日
中
よ
り
黄
昏
に
至
る
ま
で
雨
ふ
る
o

雷
鳴
数
反
〇
中
将
家
永
幅
寺
に
渡
御
〇
御
鞠
 

ゃ
 

（
義
盛
）
 

あ
る
べ
き

の
と
こ
ろ
、
雨
に
よ
つ
て
止
め
ら
れ
を
は
ん
ぬ
〇
和
田
左
衛
門
尉
が
第
に
入
御
o

よ

つ
て
壮
 

士
等
を
召
し
出
し
、
相
撲
を
決
せ
ら
る
と
云
々
o
 

建
久
十
年
十
二
月
小
 

ひ
ご
 

ろ
 

十
八
日
 
丙
子
 
景
時
が
事
、
諸
人
連
署
状
に
就
き

て
、
日
来
連
々
沙
汰
を
経
ら
れ
、

つ
ひ
に
今
日
鎌

倉
中
を
追
ひ
出

さ
る
〇
和
田
左
衛
門
尉
義
盛

●
三
浦
兵
衛
尉
義
村
等
こ
れ

を
奉
行
す
o

よ

つ
て
相
摸
園
 

一
宮
に
下
向
す
〇
そ
の
後
か

の
家
屋
を
破
却
し
、
永
幅
寺
の
僧
坊
に
寄
附
せ
ら
る
と
云
々
o
 

正
治
二
年
閏

二
月
小
 

ひ

つ
じ
 

廿
九
日
 
乙
卯
 
朝
の
間
雨
降

る
o

未
の
後
休
止
す
〇
羽
林
、
永
幅
寺
己
下
近
選
の
勝
地
を
歴
覧
し
た
 

え
い
き
ょ
く
 
つ
り
ど

の
 

ま
ふ
0

晩
鐘
の
程
に
還
御
、
永
幅
寺
に
お
い
て
郵
曲
あ
り
〇
僧
●
見
童
等
釣
殿
に
参
り
、
し
き
り
に
盃
 

め
い

て
い
 

酒
を
申
し
行
ふ
o

御
供
に
候
ず
る
の
輩
、
す
こ
ぶ
る
も

つ
て
酪
町
す
o
 

建
仁
二
年
三

月
小
 

た
 
ほ
う
た

ふ
 

（
政
子

）
 

（
頼
家

）
 

十
四
日
 
己

未

（
中略
）
今
日
、
永
幅
寺
内

の
多
賓
塔
の

供
養

な
り
o

尼
御
皇

所
な
ら
び

に
金
吾
、
 

ご
 
け
ち
え
ん
 

め
 
の
 と
 

（
大
内

）
 

御
結
縁
の
た

め
に
御
参
o

導
師
は
条
西
律
師
o

こ
れ
金
吾

の
乳
母
、
入
道
武
蔵
守
源
義
信
朝
臣

の
亡
妻
 

つ
い
ふ
く
 
せ
 
も

つ
 

の
追
幅
な
り
o

導
師

の
施
物
等
は
、
尼
御
墓
所

よ
り
こ
れ
を
調
へ
遣
は
さ
る
o

所
右
衛
門
尉
朝
光
奉
行
 

た
り
〇
 

建
仁
三
年
三
月
小
 

み
 

え
ん
か
 

十
五
日
 
甲
申
 
舞
る
o

永
幅
寺
の

一
切
経
含
o

特
軍
家
、
舞
を
覧
ん
が
た
め
に
御
出
o

姻
霞
の
眺
望
、
 

（
二
階
堂
）
 

楼
花
の
艶
色
、

興
あ
り
感
あ
り
0

還
御
の
時
、
行
政
が
山
庄
に
入
御
す
o

晩
鐘
の
程
還
御
す
o
 

建
仁
三
年
十

一
月
大
 

（
中

原

）
 

（
清
原

）
し
ゆ
ひ

つ
 

十
五
日
 
己
卯
 
鎌
倉
中

の
寺
杜
奉
行
の
事
、

さ
ら
に
こ
れ
を
定
め
ら

る
0

仲
業
・
清
定
執
筆
と
し

て
 

こ
れ
を
記
す
o
 

鶴
岳
八
幡
宮
 

（
北
篠
義
 
時

）
 

（
義
盛

）
 

（
清
原

清
 
定

）
 

江
間
四
郎
 

和
田
左
衛
門

尉
 

清
岡
書
允
 



勝
長
毒
院
 

（
大
江
慶
元

）
 

（
朝
政

）
 

（
惟
宗
孝
尚

）
 

前
大
膳
大
夫
 

小
山
左
衛
門
尉
 

宗
掃
部
允

永
幅
寺
 （

重
忠

）
 

（
義
村

）
 

（
三
善
宣
衡

）
 

畠
山
次
郎
 

三
浦
兵
衛
尉
 

善
進
士
 

阿
禰
陀
堂
 

（
時
房

）
 

（
源光
行
）
 

（
遠
元

）
 

北
篠
五
郎
 

大
和
前
司
 

足
立
左
衛
門

尉

薬
師
堂
 

（
親
慶
）
 

（
常
秀

）
 

（
一
一
階堂
行
光

）
 

源
左
近
大
夫
将
監
 

千
葉
兵
衛
尉
 

藤
民
部
丞

右
大
将
家
法
花
堂
 

（
景
盛

）
 

（
朝
光

）
 

（
家
長

）
 

安
達
右
衛
門
尉
 
結
城

七
郎
 
中

篠
右
衛
門
尉

建
仁
三
年
十
二

月
大
 

（
責
朝

）
 
ご
 

ら
い
ぶ
つ
 

十
四

日
 
戊
申
 
将
軍
家
、
永
幅
寺
以
下
の
御
堂
に
参
り
た
ま
ふ
o

御
膿
悌
の
儀
あ
り
〇
御
輿
な

り
o
 

（
時
房

）
 

（
親
贋

）
 

（
源光
行
）
 

（
朝
光

）
 

（
宗
政

）
 

（
景
盛

）
 

（
義
村

）
 

北
篠
五
郎

●
源
大
夫
将
監

●
大
和
前
司

・
結
城
七
郎
・
長
沼
五
郎
●
安
達
右
衛
門
尉
●
三
浦
兵
衛
尉

・
 

（
遠
元

）
 

（
常
秀

）
 

（
魔
綱
）
 

（
常
 
盛
）
 

足
立
左
衛
門

尉
●
千
葉
兵
衛

尉
・
佐

々
木
左
衛
門
尉

・
和
田
新
兵
衛
尉
等
こ
れ

に
供
奉
す
o
 

元
久
元
年
八
月
小
 

（
中
原

）
 

三
日
 
発
巳
 

今
日
、

鎌
倉
中

の
寺
杜
領
等
の
事
、

そ
の
沙

汰
あ
り
o

左
京
進
仲
業
を
永

幅
寺
の
 

く
も

ん
し
き
 

ね
ん
 
ぐ
 
し

ん
 
み
 

公
文
職
に
補
す
0

か

つ
は
寺
中

の
沙
汰
を
奉
行
せ
し
め
、
か

つ
は
寺
領
年
貢

の
進
未
を
明
ら
か
に
す
べ
 

き
の
由
、
仰
せ
付
け
ら

る
と
云
々
O
 

元
久
二
年
二
月
小
 

（
己
酉

）
 

つ
ち
ぶ
く
ろ
 

な
う
 
ぐ
 

く
れ

う
 

つ
の
 

廿

一
日
 
乙
卯
 
武
蔵
園

土
袋
郷
の
乃
貢
は
、
永
一帽
寺
住
侶
等

の
供
料
に
募
ら
る
る
と
こ

ろ
な
り
o

遠
 

州
下
知
し

た
ま
ふ
と
云
々
o
 

建
永
二
年
三

月
大
 

つ
ぼ
 

一
日
 
丙
子
 
楼
●
梅

等
の
樹
、
多
く
北
の
御
壷
に
植
魚
ら

る
o

永
一帽
寺
よ
り
引
き
移
さ
る
る
と
こ
ろ
 

な
り
o
 

承
元
二
年
七
月
大
 

＋
〕ま
 
え
 
ぞ

う
さ
い
 

十
五
日
 
壬
子
 
武
蔵
図
威
光
寺

の
院
主
僧
園
海
参
訴
し

て
云
は
く
、
狛
江
入
道
増
西
、
去
月
廿
六
日
、
 

か
り
た
 
ろ
う
ぜ
き
 

を
り
ふ
し
 

五
十
飲
人
の
悪
黛
を

率
し

て
寺
領
に
乱
入
し
、

苅
田
狼
籍
に
及
ぶ
と
云
々
o

増
西
折
節
参
候
す
る
の
間
、
 

ら
ん
ば
う
 

召
し
決
せ
ら
る
る
の
と
こ

ろ
、
園
海
の
申
す
と
こ

ろ
相
違
な
し
o

よ

つ
て
濫
妨
を
停
止
す
べ
き
の
由
仰
 

と
が
 

あ
が
 

（
清
原）
 

せ
出
さ
る
る
の
上
、
永
幅
寺
の
宿
直

百
箇
日
を
勤
仕
せ
し
め
、
そ
の
過
を
贈
ふ
べ
し
と
云
々
〇
圏
書
允

清
定
こ
れ

を
奉
行
す
と
云
々
O
 

ざ
ん
ま
い
 

十
九
日
 
丙
辰
 
永
幅
寺
の
阿
禰
陀
堂
に
お
い
て
、
二
十
五
三
昧
を
行
は

る
o

よ

つ
て
御
聴
聞

の
た
め
 

（
政
子

）
 

（
質
朝

）
 

に
、
尼
御
墓
所
な
ら
び
に
将
軍
家
、
同
御
墓
所
等
、
御
参
堂
あ
り
〇
御
留
守

の
間
、
鎌
倉
中
騒
動
す
o
 

こ
れ
葛
西
十
郎
、
僕
従

の
た
め
に
殺
害
せ
ら

る
る
に
よ

つ
て
、
 一
族
等
馳
せ
集
ま
る
が
故
な
り
o

し
か

れ
ど
も
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
、
子
細
を
尋
ね
聞
き
て
相
鎮
む
と
云
々
o
 

承
元
三
年
十
月
大
 

（
一
一
階
堂
）
 

か
た
は
ら
 

十
日
 
庚
午
 
雨
降

る
〇
民
部
大
夫
行
光
、
永
一帽
寺
の
傍
に

ー
の
伽
藍
を
建
立
し
、
今
日
供
養
を
遂
ぐ
O
 

（
義
時

）
 

（
時
房

）
 
（
慶
元

）
 

（
親
慶

）
 

明
王
院
僧
正
公
胤
を
も

つ
て
導
師
と
な
す
o

尼
御
墓
所
渡
御
す
o

相
州
・
武
州
・
前
大
膳

大
夫

・
遠
江
 

（
善
信

）
 

い
ち
 

守

・
大
夫
属
入
道
己
下
、
聴
聞
の
た
め
に
参
る
o

堂
上
堂
下
市
の
ご

と
し
o

導
師

の
御
布
施
、
曾
場
の

儀
等
美
を
者
す
o

時
の
壮
観
な
り
o
 



承
元
三
年
十
二
月
小
 

せ
い
せ
い
 

廿
三
日
 
発
未
 
将

軍
家
、
勝
長
毒
院

・
永
幅
寺
・
法
華
堂
等
に

御
参
〇
供
奉
人
済
々
た
り
o
 

承
元
五
年
閏
正
月
大
 

九
日
 
壬
戊
 
晴

る
〇
永
一帽
寺
の
退
よ
り
o

梅
樹
一
本
を
御
所

の
北
面
に
移
し
植
魚
ら

る
〇
こ
れ
北
野
 

う
ぐ
ひ
す
す
み
か
 

廟
庭
の
種
な
り
o

濃
香
の
絶
妙
な
る
の
み
に

あ
ら
ず
、
南
枝
に
驚
の
棲
あ
り
o

こ
れ
に
よ

つ
て
こ
れ
を
 

賞
翫
せ
ら
る
と
云
々
o
 

建
暦
元
年
四
月
大
 

（
北
篠
泰
時

）
 

廿
九
日
 
庚
戊
 
陰

る
。
未
明
、
特
軍
家
永
幅
寺
に
渡
御
す
〇
相
摸
太
郎
殿
御
共
に
候
じ
た
ま
ふ
〇

そ
 

（
内
藤

）
 
（
二
階
堂
）
 
（
東
）
 
（
町
野

）
 
ほ
 
ぎ
 

の
ほ
か
、
範
高
●
知
親

●
行
村
●
重
胤
・
康
俊
等
な

り
o

上
下
歩
儀

た
り
o

こ
れ
こ
の
所
に
お
い
て
、
 

ほ
と
と
ぎ
す
 

昨
朝
郭
公
の
初
馨
を
聞
く
の
由
申
す
の
輩
あ
る
に
よ

つ
て
な
り
〇
林
頭
に
至
り
て
、
数
勉
こ
れ

を
待
た
 

（
二
階堂
）
 

し
め
た
ま
ふ
と
い
へ
ど

も
、
そ
の
聾
な
き
の
間
、

空
し
く
も

つ
て
還
御
す
o

今
日
、
富
寺
の
事
は
行
村
 

奉
行
せ
し
む
べ
き
の
旨
こ
れ
を
仰
せ
付
け
ら

る
O
 

建
暦
元
年
十
月
大
 

十
九
日
 
丁
酉
 
晴

る
o

午
の
勉
、
永
一帽
寺
に
お
い
て
、
宋
本

一
切
経
五
千
除
巻
を

供
養

せ
ら

る
o
 

鷺
降
羅
供
は
雄
陣
離
裂
葉
上
房
律
師

楽
西
〇
讃
衆
三
十
口
、
威
）
律
催
百

口
な
り
o

特
軍
家
御
車

o

御
出
o
 

（
二
階堂
）
 

行
村
こ
れ
を
奉
行
す
。
 

廿
二
日
 
庚
子
 
晴

る
o

伊
賀
守
朝
光
、
永
一帽
寺
の
傍
に

一
楚
宇
を
建
立
し
、
今
日
供
養
を
遂
ぐ
〇
導
 

（
策
西

）
 

（
義
時

）
 

（
泰
時

）
 

師
は
葉
上
房
律
師
o

讃
衆
八
人
o

相
州
な
ら
び
に
室
家

●
匠
作
等
渡
御
す
O
 

建
暦
元
年
十

一
月
大
 

三
日
 
辛
亥
 
晴

る
0

寅
の
勉
、
永
一帽
寺
の
惣
門
な
ら

び
に
塔
婆
一
基
 
舗
繊
藻
購
  
焼
亡
す

o

他
所
 

に
及
ば
ず
o
 

建
暦
元
年
十
二

月
大
 

（
子）
 

廿
二
日
 
庚
午

建
暦
二
年
七

月
小
 

上

I
一
一
一
《
J
 
一
 
日

I
 

士
一
一

一

E
 

7
『斉

Hノ
 

将
軍
家
、

勝
長
毒
院

●
永
幅
寺
等
に
御
参
〇

こ
れ
歳
末
の
恒
規
な
り
と
云
々
o
 

晴
る
〇
永
幅
寺
な
ら
び

に
大
倉
堂
等
の
惣
門

こ
れ
を
建
て
ら
る
〇
永
一帽
寺
の
門
は
、
 

去
ぬ
る
比
焼
失
す
る
に

よ

つ
て
な
り
o
 

建
暦
二
年
十

一
月
大
 

を
ぎ
 
の
 

廿

一
日
 
発
亥
 
晴

る
〇
荻
野
三
郎
景
継
、
永
幅
寺
に
お
い
て
出
家
を
遂
ぐ
〇
梶
原
干
次
左
衛
門
尉
景
 

ち
ん
り
ん
 
こ
こ
ろ
ば

せ
お
ん
び
ん
 

高
が
子
な
り
o

景
高
課
伏
の

後
、
遺
息
等
す
こ
ぶ

る
沈
論
す
。

し
か
る
に
景
継
が
心
操
穏
便
を
存
ず
る

の
間
、
召
し
仕
は
る
る
の
と
こ
ろ
、
に
は
か
に
こ
の
事
あ
り
0

こ
れ
去
夜
御
前
に
お
い
て
誤
り
て
常
燈
 

ユ
ノ
 

を
滅
す
o

恥
辱
と
構
し

て
か
く
の
ご
と
し
と
云
々
〇
将
軍
家
こ
れ

を
聞
こ
し
め
さ
る
る
に
就
き

て
、
伊

賀
斑
競
を
も

つ
て
御
使
と
な
し
、
敢
へ

て
も
つ
て
障
る
ぺ
き
事
に
あ
ら
ず
o

そ
の
稀
な
き
の
上
は
恥
辱
 

あ
・
りた
 

に
慮
し
が
た
し
o

更
め

て
早
く
婦
参
す
べ
き
の
由
、

仰
せ
下
さ
る
と
い
へ
ど

も
、
御
使
に
封
面
せ
ず
逐
 

つ
い
で
 

電
す
と
云
々
o

も
し
事
の
次
を
求
む
る
か
と
云
々
o
 

建
暦
三
年
九
月
大
 

り
び

や
う
 

十
八
日
 
乙

卯
 
天
晴

る
o

戊
の
刻
、
永
幅
寺
別
富
美
作
律
師
経
玄
入
滅
す
〇
日
来
痢
病
に

よ

つ
て
な
 

り
O
 

建
暦
三
年
十
月
大
 

十
四
日
 
庚
戊
 
天
晴

る
o

去
夜
の
愛
異
に
よ

つ
て
、
御
所
薦
を
致
す
べ
き
の
由
、
慶
元
朝
臣
を
奉
行
 



し
よ
う
ち
や

う
じ
ゆ
い
ん
 
ぐ

そ
う
 

と
し
て
、
鶴
岳
●
勝
長
毒
院

・
永
幅
寺
等
の
供

僧
な
ら
び

に
陰
陽
道
の
輩
に

仰
せ
付
け
ら

る
と
云
々
o
 

建
暦
三
年
十

一
月
大
 

廿
四
日
 
庚
寅
 
天
晴

る
〇
辰
の
刻
、
将
軍
家
永
幅
寺
に
御
参
o

こ
れ
恒
例
の

一
切
経
曾
た
る
に
よ

つ
 

て
な
り
〇
 

建
保
二
年
三
月
小
 

（
戊
）
 

九
日
 
甲
辰
 
晴

る
〇
晩
に
及
び
て
、
将
軍
家
に
は

か
に
永
幅
寺
に
御
出
〇
楼
の
花
を

御
覧
ぜ

ん
が
た
 

（
泰
時

）
 

（
二
階
堂
）
 

め
な
り
〇
修
理
亮
・
山
城
判
官
行
村

●
東
干
太
重
胤

・
宮
内
兵
衛
尉
公
氏
等
御
共
に
候
ず
〇
上
下
歩
儀

な
り
o

戊
の
勉
、
還
御
の
期
に
及
び
て
、
御
車
を
寺
の
門
に

儲
く
。
 

（
子
）
 
（
一
暦
堂

）
 
！

っ
け
た
ま
は
 

十

一
日
 
丙
午
 
山

城
判
官
行
村
、

二
階
堂
の
事
を
奉
行
す
べ
き

の
由
、
こ
れ
を
奉
る
o
 

建
保
二
年
十

二
月
大
 

十
日
 
庚
子
 
晴

る
〇
将
軍
家
永
幅
寺
に
御
出
o

こ
れ
恒
例
の

一
切
経
曾
た

る
に
よ

つ
て
な
り
o
 

建
保
四
年
八
月
小
 

十
九
日
 

庚
午
 
晴

る
〇

（
中
略
）
晩
に

及
び

て
、
故
伊

賀
守
朝
光
追
幅
の
た
め
に

造
立

の
塔
婆
 

詠
舞
除

供
養
す
〇
導
師
は
荘
巌
房
律
師
行
勇
、
施
主
は
相
州
の
室
な
ら
び
に
光
季
・
光
宗
等
と

云
々
O
 

建
保
五
年
三

月
小
 

み
 

十
日
 
丁
亥
 
晴

る
o

晩
頭
、
将
軍
家
楼
花
を

覧
ん
が
た
め
に
永
幅
寺
に
御
出
o

御
墓
所
御
同
車
o

ま
 

（
二
階
堂
）
 

づ
御
膿
梯
o

次
に
花
林
の
下
に
迫
逢
し
た
ま
ふ
〇
そ
の
後
大
夫

判
官
行
村
が
宅
に
入
御
〇
和
歌
の
御
曾
 

あ
り
〇
亥
の
四
黙
に
及
び

て
、
月
に
乗
じ

て
還
御
o
 

建
保
五
年
九

月
大
 

し
や
 
り
 
魚
 

冊
日
 
甲
辰
 
晴

る
o

永
幅
寺
に
始
め
て
舎
利
曾
を
行
は

る
〇
尼
御
墓
所

・
将
軍
家
な
ら
び

に
御
墓
所
 

御
出
o

法
曾
の
次
第
、
舞
楽
己
下
美
を
書
し
、

善
を
書
す
o
 

建
保
五
年
十

二
月
小
 

廿
五
日
 
戊
辰
 
晴

る
o

夜
に
入
り
て
、
将
軍
家
御
方
違
の
た
め
に
、

永
幅
寺
内

の
僧
坊
に
渡
御
す
〇
 

（
宮
内

）
 

（
一
一
階堂
）
 

公
氏
御
叙
を
役
す
0

相
摸
式
部
大
夫
・

結
城
左
衛
門
尉
朝
光
・
山

城
判
官
次
郎
基
行

等
御
供
に
候
ず
o
 

（
泰
時

）
 
こ

と
 

御
騎
馬
o

李
部
己
下
は
歩
儀
な
り
〇
緯
密
々
の
間
、
参
曾

の
人
な
し
〇

か
の
僧
坊
に

お
い
て
、
行
村
が
 

つ
ぎ
う
た
 

許
よ
り
獣
形
一
合
、

桃
九
枝
を

召
さ
る
〇
終
夜
績
歌
の
御
曾
あ
り
o
 

廿
六
日
 
己
巳
 

舞
る
〇
未
明
に
還
御
o

し
か
う
し
て
御
衣
二
領

を
か
の
僧
坊
に
残
し
置
か
る
〇
あ
ま
 

り
さ
へ

一
首
の
詠
歌
を
副
へ
ら
る
o

お
よ
そ
こ
の
御
時
、
事
に
お
い
て
御
芳
情
を
書
さ
る
と
云
々
o
 

か
す
み
 

春
待
ち
て
霞
の
袖
に
か
さ
ね
よ
と
し

も
の
衣
を
置
き

て
こ
そ
ゆ
け
 

建
保
七
年
三
月
大
 

一
日
 
丙
申
 
永
一帽
寺
別
営
三
位
僧
都
慶
幸
、
鶴
岳
別
富
職
に
遷
補
す
〇
去
月
宮
寺
の

騒
動
な
ら

び
に
 

し
よ
く
象
 

さ
し
お
 

駿
河
園

の
兵
起
等
の
鰯
械
に

よ

つ
て
、
神
事
を
閣

か
る
る
の
間
、
官
務
の
沙
汰
に
及
ば
ず
〇
ま
た
園
如
 

房
阿
閣
梨
遍
曜
、
永
幅
寺
別
富
職
に
補
す
o
 

承
久
元
年
九

月
大
 

さ
る
 

廿
二
日
 

壬
寅
 
晴

る
o

申
の
一
鮎
よ
り
戊
の
四
勉
に
至
る
ま
で
、
鎌
倉
中
焼
亡
す
o

火
は
阿
野
四
郎
 

と
 

の
 

が
演
の
宅
の
北
退
よ
り
起
る
o

南
風
は
な
は
だ
利
し
〇
上
は
永
幅
寺
惣
門
に
延
び
、
下
は
演
の
庫
倉
の
 

な
ご

え
や

ま
 
き

わ
 

前
に
至
り
、
東
は
名
越
山

の
際
に
及
び
、
西
は
若
宮
大
路
を
限

る
o

右
大
特
軍
以
来
、

い
ま
だ
こ
の
例

あ
ら
ず
と
云
々
o

二
品
輝
尼
の
亭
勧
鷺

な
ら
び
に
若
君
の
居
所
、
わ

つ
か
に
除
炎
タ
飛
窟

を
は
ん
ぬ
o
 

承
久
二
年
十
二

月
小
 



二
日
 
戊
午
 
寅
の
刻
地
震
o

同
時
に
永
幅
寺
内

の
僧
坊
雨
三
宇
焼
失
す
〇
 

承
久
三
年

五
月
大
 

こ
・
つ
 
じ
 

廿
六
日
 
己

酉
 
世
上
無
倉

の
祈
薦
を
始
行
す

o

鶴
岳
に
お
い
て
仁
王
百
講
濃

準
 
あ
り

0

講
師
、
 

安
楽
坊
法
橋
重
慶
o

讃
師
、
民
部
卿
律
師
隆

修
〇
請
僧
百
ロ
o

富
宮
な
ら

び
に
勝
長
毒
院

●
永
幅
寺

・
 

ぞ
く
し
や
う
さ
い
 

て
ん

さ
う
ち
ふ

さ
い
 

大
慈
寺
等
の
供
僧
な
り
o

ま
た
若
宮
の
属
星
祭
o

右
京
兆

の
所
と
し

て
、
百
日

の
天
曹
地
府
祭
を
始
行
 

す
o

康
俊

●
清
定
等
こ
れ
を
奉
行
す
o
 

嘉
稼
二
年
九
月
大
 

に
よ
う
ぼ

う
ご
し
 

二
日
 
甲
寅
 
将
軍
家
密

々
に
勝
長
毒
院

●
永
一帽
寺
等
に
渡
御
〇
お
の
お
の
御
膿
悌
あ

り
o

女
房
輿
を
 

（
重
時

）
 

（
有
時

）
 

（
義

村
）
 

用
る
ら
る
o

結
城
七
郎
朝
慶
御
叙
を
役
す
o

駿
河
守

・
大
炊
助
●
駿
河
前
司
以
下
の
数
輩

供
奉
す
〇
隠
 

岐
入
道
行
西
盃
酒
を
儲
け
、
林
頭
に
お
い
て
こ
れ
を
勧
む
と
云
々
o
 

嘉
腺
二
年
十

一
月
小
 

八
日
 
己
未
 
陸
奥
園
干
泉
の
園
隆
寺
粍
響

o

焼
亡
す
o

時
に
こ
の
災
あ
る
の
由
、

鎌
倉
中
に

告
げ
 

廻
ら
す
者
こ
れ

あ
り
o

不
思
議
と
い
ひ

つ
べ
し
と
云
々
o

し
か
る
に
後
日
風
聞
せ
し
む
る
と
こ
ろ
、
か
 

し
や
う
じ

や
 

の
時
刻
な
り
〇
こ
れ
藤
原
清
衡
建
立
の
精
舎
な

り
。
重
場

の
荘
巌
に
お
い
て
は
、
吾
が
朝
無
隻
と
云
々
o
 

つ
い
で
 

右
大
将
軍
文
治
五
年
奥
州
征
伐
の
次
に
順
膿
せ
し

め
た
ま
ふ
の
後
、
殊
に
信
仰
あ
り
と
云
々
o
 

安
貞
三
年

三
月
小
 

十
五
日
 
発
未
 
晴

る
o

特
軍
家
、
花
を
御
覧
ぜ

ん
が
た
め
に
永
幅
寺
に
御
出
o

水
干
、
御
騎
馬
な
り
O
 

（
重
時

）
 

（
政

村

）
 

（
賓
泰

）
 

（
源
）
 

駿
河
守

・
陸
奥
四
郎

●
同
五
郎
●
周
防
前
司
親
賓

●
式
部
大
夫
親
行
己

下
廿
飲
輩
供
奉
す
o
 

寛
喜
元
年
十
月
大
 

し
・つ
き
く
 

廿
六
日
 
庚
申
 
晴

る
o

将
軍
家
、
蹴
鞠
を
御
覧
ぜ

ん
が
た
め
に
永
幅
寺
に
渡
御
す
o

御
布
衣
、
御
輿
 

（
家

連
）
 

な
り
o

路
次
の
御
叙
は
佐
原
三
郎
左
衛
門

尉
こ
れ
を
待

つ
〇
寺
門
の
内
は

駿
河
前
司
義
村
が
所
役
な
り
o
 

た
て
 
庶
 
ぼ
 
し
 

ひ
た
た
れ
 

（
長
村

）
 

供
奉
人
は
立
鳥
帽
子
、
直
垂
た
り
0

小
山
五
郎
以
下
こ

の
熱
に
携
は
る
の
輩
は
布
衣
を
著
す
o

こ
れ
相

州
、
紅
葉
の
林
間

を
黙
じ
、
子
細
を
申

さ
れ
て
、
殊
に
も

つ
て
結
構
の
儀
あ
り
o

子
息
三
郎
入
道
員
昭
、
 

（
親

行
）
 
し
 

こ
う
 

今
さ
ら
に
召
し
出
さ
れ
、
源
式
部
大
夫
等
砥
候
す
る
の
間
、
御
鞠
の
後
、
富
座
の
和
歌
の
御
曾
あ
り
と
 

云
々
O
 

寛
喜
二
年
三
月
小
 

十
五
日
 

丁
未
 
晴

る
o

永
一帽
寺
の
恒
例
の
一
切
経
曾
な
り
。
将
軍
家
渡
御
す
o

相
州
●
武
州
供
奉
し
 

（
宗
光

）
 

た
ま
ふ
o

土
屋
左
衛
門
尉
御
叙
を
持

つ
o
 

寛
喜
三
年
三
月
大
 

し
や
 
り
 
急
 

十
五
日
 
辛
丑
 
晴

る
〇
永
一帽
寺
恒
例
の
舎
利
曾
〇
将
軍
家
渡
御
す
o

御
皇
所
御
同
車
o

相
州
・
武
州
 

参
ら
る
o
 

寛
喜
三
年
十

月
大
 

廿
五
日
 

丁
丑
 
晴

る
〇
晩
に
及
び
て
大
風
吹
く
〇
魔
の
四
勉
、
概
鵬
の
昏
戴
膿
焼
亡
す
〇
南
風
し
き
 

あ
ふ
 
い

た
 

り
に
扇
ぎ
、
東
は
勝
長
毒
院

の
橋
の
選
に
及
び
、
西
は
永
幅
寺
惣
門

の
内
門
に
迄
る
ま
で
、
姻
煙
飛
ぶ
 

（
頼
朝

）
 
（
義
時

）
 

く
わ
い
じ

ん
 

が
ご
と
し
o

右
大
将
家

な
ら
び
に
右
京
兆
の
法

花
堂
、
同
御
本
尊
等
灰
燈
と
な
る
〇
お
よ
そ
人
畜
の
焼
 

か
ず
 

死
そ
の
員
を
知
ら

ず
。

こ
れ
盗
人
放
火

の
由
そ
の
聞
え
あ
り
と
云
々
o
 

貞
永
元
年
十

一
月
小
 

み
 

廿
九
日
 
乙

亥
 
早
旦
雪
い

さ
さ
か
降
る
o

庭
上
ひ
と
へ
に
霜
色
に
似
た
り
〇
将
軍
家
林
頭
を
覧

ん
が

た
め
に
永
幅
寺
に
渡
御
す
o

御
水
干
、
御
騎
馬
な
り
o

武
州
去
夜
よ

り
い
ま
だ
退
出
し
た
ま
は
ず
、
す

な
は
ち
厄
従
し
た
ま
ふ
o

爺
網
大
夫

●
陸
奥
蚤
鰯

・
加
費
守
康
俊
・
耀
起
判
官
基
綱
●
主
餓
呼
尉
定
員

・
 

（
東
 
た
づ

さ
 

都
筑
九
郎
経
景
・
中

務
丞
胤
行

・
波
多
野
次
郎
朝
定
己
下
、
和
歌
に
携
は
る
の
輩
を
撰
び
召
し
て
御
共
 



つ
り
ど
の
 

と
な
す
〇
寺
門

の
選
に
お
い
て
卿
僧
正
快
雅
参

曾
す
o

釣
殿
に
入
御
し
、
和
歌

の
御
曾
あ
り
0

た
だ
し

雪
気
雨
脚
に
愛
ず
る
の
間
、
除
興
い
ま
だ
書
き
ざ

る
に
還
御
す
〇

し
か
う
し
て
路
次
に
お
い
て
基
綱
申
 

（
泰
時
）
 

し
て
云
は
く
、
雪
、
雨
の
た
め
に
全
く
こ
と
な
し
と
云
々
o

武
州
こ
れ
を
聞
か
し
め
た
ま
ひ
、
仰
せ
ら
 

れ
て
云
は
く
、
 

あ
め
の
し
た
に
ふ
れ
ば
ぞ
雪
の
色
も
み
る
 

基
綱
 
み
か
さ
の
山
を
た

の
む
か
げ
と
て
 

と
云
々
o
 

文
暦
二
年
七
月
小
 

五
日
 
丙
寅
 
永
幅
寺
線
門
上
棟
の
間
、

特
軍
家
御
出
o

御
車
。相
州
・
武

州
供
奉
し

た
ま
ふ
o

こ
の
 

ひ
の
え
 

門
は
、
去
ぬ
る
寛
喜
三
年
十
月
廿
五
日
炎
上
し
、

そ
の
後
新
造
の
時
、
丙
の
日
を
用
る
ら
る
る
の
篠
、
 

す
こ
ぶ
る
そ
の
難
あ
る
の
由
、
嫌
ひ
申
す
の
輩
あ
り
と
い
へ
ど

も
、
遂
げ
ら
れ
を
は
ん
ぬ
〇
黄
昏
に
及
 

び
て
還
御
o
 

延
慮
二
年
六
月
小
 

九
日
 
壬
寅
 
良
信
法
印
所
雨

の
法
を
奉
仕
す
と
い
へ
ど

も
、
今
に
そ
の
験
な
し
o

よ

つ
て
今
日
、
永
 

幅
寺
別
富
荘
巌
房

僧
都
に
改

め
仰
せ
ら

る
と
云
々
o
 

仁
治
二
年
三
月
大
 

そ
そ
 

十
五
日
 
発
卯
 
細
雨
麗

く
。
巳
の
慰
、
地
震
o

今
日
、
永
幅
寺
の
一
切
経
曾
o

特
軍
家
御
聴
聞

の
た

め
に
御
出
0

御
輿
の
前
に
厳
馴
権
頭

●
鵡
競
守

・
侮
藤
守
・
験
醸
可

・
恭
犯
前
司
以
下
供
奉
す
o

晩
 

つ
い
で
 

頭
還
御
〇
そ
の
次
を
も

つ
て
甲
斐
前
司

の
第
に
入
御
す
o

御
馬
●
御
叙
等
を
献
ず
〇
か
の
馬
 
黒
。は
営
 

ひ
ご

ろ
 
け
い
ば

う
 

時
鎌
倉
第
一
の
名
馬
と
云
々
o

日
来
諸
人
競
望
す
と
云
々
o
 

寛
元
二
年
七
月
大
 

五
日
 
発
卯
 
永
幅
寺

な
ら
び
に
雨
方

の
脇
堂
修
理

の
儀
あ
り
〇
今
日
事
始
め
な
り
o

肥
前
前
司
久
良

・
 

（
中

原

）
 

（
頼

朝

）
 

中
民
部
大
夫
元
業
等
行
事
た
り
o

件
の
寺
は
右
大
将
軍
の
御
時
、
文
治
五
年
殊
な
る
素
願
に

よ

つ
て
建
 

立
せ
ら

る
る
の
後
、
数
十
廻
の
星
霜
を
積
む

の
間
、
す
で
に
破
壊
に
及
ぶ
と
云
々
o
 

寛
元
三
年
十
月
大
 

十
二
日
 
発
酉
 
天
晴
る
o

久
遠
寿
量
院
に
お
い
て
、
如
法
華
経
十
種
供
養
あ
り
〇
導
師
は
本
豊
院
僧
 

正
o

す
な
は
ち
今
日
永
幅
寺
奥
山
に
奉
納
せ
ら

る
〇
こ
れ
大
納
言
家
の
御
願
と
し

て
、
日
来
勤
行
書
鴬
 

せ
ら
る
る
と
こ
ろ
な
り
o
 

賓
治
元
年
六
月
大
 

五
日
 
丙
戊
 
天
晴

る
o

（
中
略
）
 
左
親
衛
こ

の
事
を
聞
き

て
、
午
の
刻
、
御
所
に
参
ず
o

将
軍
の
御
 

め
ぐ
 

を
り
ふ
し
 

前
に
候
ぜ
ら
れ
、
重
ね
て
奇
謀
を
廻
ら

さ
る
〇
折
節
北
風
南
に
愛
る
の
間
、
火
を
泰
村
が
南
隣

の
人
屋
 

あ
ふ
 
た

ち
 
ば

ん
た
う
け
ぶ

り
 

む
せ
 
た

ち
 
の

が
 

に
放

つ
o

風
し
き
り
に
扇
ぎ
、
煙
か

の
館
を
覆
ふ
o

泰
村
な
ら
び
に
伴
黛
姻
に

咽
び
、
館
を
遁
れ
出

で
 

（
頼
朝

）
 

て
、
故
右
大
将
軍
の
法
華
堂
に
参
寵
す
o

舎
弟
能
登
守
光
村
は
永
幅
寺
惣
門
内

に
あ
り
て
、
従
兵
八
十

飲
騎
陣
を
張
る
〇
使
者
を
兄
泰
村
が
許
に
遣
は
し

て
云
は
く
、
営
寺
は
殊
勝

の
城
郭
た
り
〇
こ
の
一
所

に
お
い
て
相
共
に
討
手
を
待

た
る
べ
し
と
云
々
o

泰
村
答
へ

て
云
は
く
、
た
と
ひ
繊
壁
の
城
郭
あ
り
と
 

み
え
 
い
 

い
へ
ど
も
、
定
め
て
今
は

遁
れ
得
ざ
ら
ん
か
〇
同
じ
く
は
故
特
軍
の
御
影
の
御
前
に

お
い
て
、
終
り
を
 

》
‘
」・
山
」
 

取
ら
ん
と
欲
す
o

早
く
こ
の
慮
に
来
曾
す
べ
し
と
云
々
〇
専
使
互
ひ

に

一
雨
度
た
り
と
い
へ
ど

も
、
緯
 

（
長
井

）
 

火
急
の
間
、
光
村
寺
門

を
出

で
て
法
花
堂
に
向
ふ
〇
そ
の
途
中
に

お
い
て
一
時
合
戦
す
0

甲
斐
前
司
泰

秀
が
家
人
、
な
ら
び
に
昨
雛

前
司
行
義

・
聾
加
前
司
行
方
等
、

こ
れ
を
相
薫
ふ
る
に
よ

つ
て
な
り
o

雨
 

き
ず
 

か
う
む
 

方
の
従
軍
多
く
庇
を
被
る
云
々
o

光
村

つ
ひ
に
件
の
堂
に
参
ず
〇
し
か
る
後
、
西
阿

・
泰
村
●
光
村
・
 

（
宇
都
宮
）
 

（
春
日
部
）
 

家
村

・
資
村
な
ら
び

に
大
隅
前
司
重
隆

・
美
作
前
司
時
綱
●
甲
斐
前
司
賓
景
●
開
左
衛
門
尉
政
泰
以
下
、
 



給
像
の
御
影
の
御
前
に
列
候
し
、
あ
る
い
は
往
事
を
談
じ
、
あ
る
い
は
最
後
の
述
懐
に
及
ぶ
と
云
々
o
 

西
阿
は
戴
傷
念
悌
者
な
り
o

諸
衆
を
離
識
い

、

一
梯
浄
土
の
因
を
騰
は
ん
が
た
め
に
、
師
軍
識

を
行
ひ
 

急
か
 

う
 

て
う
し
ゃ
う
 

（
時

頼

）
 

こ
れ
を
廻
向
す
〇
光
村
調
馨
た
り
と
云
々
〇
左
親
衛
の
軍
兵
寺
門

に
攻
め
入
り
、
石
橋
を
競
ひ
登
る
〇
 

つ
く
 

（
北
篠

）
 

三
浦
の
牡
士
等
防
ぎ

戦
ひ
、
弓
叙
の
婆
を
掲
す
〇
武
蔵
蔵
人
太
郎
朝
房
責
め
戦
ひ

て
大
功
あ
り
〇
こ
れ
 

（
朝
直

）
 
・

っ
じ
や
う
 

父
朝
臣
義
絶

の
身
た
り
〇

一
も
有
情
の
相
従
ふ
な
し
〇
わ
づ
か
に
疲
馬
に
駕
す
る
ば
か
り
な
り
〇
甲
胃
 

を
著
せ
ざ
る
の
間
、

た
や
す
く
討
ち
取
ら
ん
と
欲
す
る
の
と
こ

ろ
、
金
持
次
郎
左
衛
門

尉
矯

o
 

に
扶
 

け
ら
れ
、
そ
の
命
を
全
う
す
と
云
々
o
 

賓
治
二
年
二
月
小
 

五
日
 
発
未
 
永

幅
寺
の
堂
修
理
の
事
、

去
ぬ
る
寛
元
二
年
四
月
、
そ
の
沙
汰
に
及
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
 

ひ
ご

ろ
 

け
く
わ
ん
 

（
時

頼

）
 

つ
つ
し
 

こ
う
ぎ
や
う
 

日
来
す
こ
ぶ
る
慨
緩
な
り
0

し
か
る
に
左
親
衛
、
明
年
廿
七
歳
の
御
慣
み
な
り
〇
富
寺
を
興
行
せ
ら

る

ぺ
き
の
由
、
璽
夢
の
飼
あ
る
に
よ

つ
て
、
殊
に
臨

し
め
し
立

つ
と
云
々
o

営
寺
は
厳

地
将
軍
、
文
治
五
 

（
義
経

）
 

年
伊
像
守
義

穎
を
討
ち
取
り
、
ま
た
奥
州
に
入
り
て
藤
原
泰
衡
を
征
伐
し
、
鎌
倉
に
婦
ら
し
め
た
ま
ふ
 

か
う
む
 

く
わ
ん

り
や
う
 

の
後
、
陸
奥

●
出
羽
雨
園
を
知
行
せ
し
む
べ
き
の
由
、
勅
裁
を
蒙
ら
る
o

こ
れ
泰
衡
管
領
の
跡
た

る
に
 

め
ぐ
 

を
ん
り
や
う
 

な
だ
 

よ

つ
て
な
り
o

し
か
る
に
今
、
開
東
長
久

の
遠
慮
を
廻
ら
し
た
ま
ふ
の
餓
り
に
、
怨
璽
を
宥
め
ん
と
欲

す
o

義
顧
と
い

ひ
泰
衡
と
い
ひ
、

さ
せ
る
朝
敵
に
あ
ら
ず
o

た
だ
私
の
宿
意
を
も

つ
て
課
し
亡
ぼ
す
が
 

だ
ん
ぢ
や
う
 
し

や
う
ご

ん
 

故
な
り
o

よ

つ
て
そ
の
年
の
内
に
管
作
を
始
め
ら

る
〇
随

つ
て
壇
場
の
荘
巌
、
ひ
と
へ
に
清
衡
・
基
衡
●

秀
衡
麹

驚
等
が
驚

聾
す
る
婆
魁

の
礎
鮮

～
拠
せ
ら
れ
を
は
ん
ぬ
o

そ
の
後
六
十
年
の
雨

露
月
殿
を
 

を
か
 

し

か
ん
 

侵
す
と
云
々
o

明
年
は
義
穎
な
ら
び

に
泰
衡
が

一
族
滅
亡
の
年
の
支
干

な
り
O
 

賓
治
二
年
三
月
小
 

け
ち
え
ん
 

十
五
日
 
発
亥
 
永
幅
寺

の
法
曾
な
り
o

左
親
衛
結
縁
せ
ら

る
0

諸
人
ま
た
参
集
す
と

云
々
o
 

賓
治
二
年
十
月
大
 

廿
一
日
 
甲
午
 
永
幅
寺
修
理
の
間

の
事
、
篠
々
そ
の
沙
汰
あ
り
o

清
左
衛
門
尉
満
定
こ
れ
を
奉
行
す
o
 

建
長
三
年
三
月
大
 

に
よ
う
ぽ

う
ご
し
 

も
ち
 

（
朝
直

）
 

十
日
 
庚
午
 
天
晴
る
o

将
軍
家
、
永
一帽
寺
の
花
を
御
覧
ず
〇
女
房
輿
を
持
る
ら

る
o

武
蔵
守

●
相
摸
 

（
時

定

）
 

（
時
 
弘

）
 

右
近
大
夫
将
監

●
相
摸
式
部
大

夫
以
下
供
奉
た

り
と
云
々
o
 

十
五
日
 
乙
亥
 
天
晴

る
o

永
幅
寺
恒
例
の
法
曾
な
り
〇
藤
柳
馬
権
頭

●
鵡
薦
守
等
参
堂
す
と
云

々
o
 

建
長
四
年
七
月
大
 

六
日
 
戊
子
 
去
月
廿
三
日
甘
雨
以
後
、
炎
早
ま
た
数
日

に
及
ぶ
o

よ

つ
て
所
雨
の
事
、
勝
長
毒
院

・
 

（
二
階
堂
）
 

（
武
藤

）
 

永
幅
寺

・
明
王
院
等
に
仰
せ
ら
る
。
行
方
●
景
頼
こ
れ

を
奉
行
す
と
云
々
o
 

正
嘉
元
年

八
月
小
 

十
八
日
 
庚
子
 
晴

る
o

未
の
勉
、
満
定
・
光
成
な
ら
び

に
晴
茂
・
馬
親

・
慶
資
己
下
の
陰
陽
師
等
、
 

評
定
所
に
参
り
、
お
の
お
の
申
し

て
云
は
く
、
今
朝
未
明
、

ま
づ
西
御
門

の
山
に
登
る
〇
時
に
残
月
西
 

た
だ
 

に
あ
り
〇
日
東
に
出
づ
0

か
れ
こ
れ
方
角
を
紅
し
、
最
明
寺
よ
り
大
慈
寺
を
指
す
に
、
辰
戊
に
相
営
る
o
 

ひ
 
き
が

や

つ
 

な
 
ご
え
 

最
明
寺

●
永
幅
寺
は
卯
酉
に
相
富
る
o

次
に
比
企
谷
の
山
に

到
り
て
、
御
所
と
前
尾
州
時
章
が
名
越
の
 

き
は
 

亭
と
、

こ
れ
を
見
る
に
南
北
な
り
〇
先
年
辰
の
方
の
由

こ
れ
を
申
す
と
云
々
〇
か
の
度
に
は
窮
め
見
ざ
 

（
佐
々
木
）
 
が

や

つ
 

る
か
と
云
々
〇
沙
汰
あ
り
て
、
壷
岐
前
司
泰
綱
の
薬
師
堂
谷
の
山
庄
よ
ろ
し

か
る
べ
き

の
由
、
こ
れ
を
 

定
め
ら

る
〇
 

正
元
二
年
二

月
小
 

み
 

十
八
日
 
丙
辰
 
晴

る
〇
特
軍
家
、
楼
花
を
覧
ん
が
た
め
に
永
幅
寺
に
御
出
o
 

文
慮
二
年

二
月
大
 

廿
日
 
壬
午
 
天
晴
る
〇
（
中
略
）
今
日
鶴
岡
八
幡
宮
に
お
い
て
仁
王
曾
を
行
は

る
〇
講
師
、

宮
寺

別
 



富
僧
正
隆
耕
〇
講
師
、
耕
法
印
審
範
o

鎌
吻

請
僧
百
ロ
〇

機
薩

叡
聾
熱
講
鼠
課

鍔

需
麓
款

駐
知
 

解
編

露

翁
縞
伊
 

安
婆
左
近
大
夫
親
継
篭
●
伊

達
右
衛
門

蔵
人

篭
等
布
施
を

取
る
〇

宗
民
部

十
 

郎
●
矢
部
二
郎
太

郎
等
手
長
た

り
〇
中
山
城
前
司
盛
時

こ
れ
を
奉
行
す
o
 

請
僧
 

左
方
 

新
阿

蒲
陀
堂
 

法
印
権
大
僧
都
清
尊
 

永

福
寺
 権

少
僧
都
道
曜
 

蛙

寧
尺
迦
堂
 

麟

憲

締

暁
 

、麟

一
一
 

新
阿
禰
陀
堂
 

兼
伊
 

同 安 永 勝 勝 永 
詳 福 長 長 福 

重 印書遅寺俊霞聖麗雅寺房 右 
賢 教素慶 承葡尊 賢 源 方 

子 弟 
子 

梯
布
施
 

出
羽
絹
百
疋
 

諭
経
物
 

奥
布
百
端

鑓

W鷲
 

並再
市
、
 

1
1
『】p
・口
ロ
 

綾
被
物
三
重
 

染
絹
一
端
 

色
革
一
枚
 

歯
目（
市甲
 
講
師
に
同
じ
。
 

一
三
旦
・
口
b
 

別
布
施
 

綾
被
物
一
重
 
 

自
飲
こ
れ
を
略
す
〇
 

,
 

絹
塁
物
一
締
韻

o
 

白
布

一
端
難
佐
 

供
竹

一
石
姫
響
難

o
 

＆
い
へ【
刀》
一
 
立
文
短
冊
を
も

つ
て
 

fzル
mレ
ー
 
塁
物

の
上
に
置
く
。
 

紙
塁
物

一
 

上
絹
十
疋

漫
黄
十
端
 



一
一
 
鶴
岡
杜
務
記
録
 

承
久
二
年

（
二
「
一〇
）
 

「五
月
廿
六
日
、
 
於
富
杜
大
仁
王
曾
始
行
之
、
講
師
安
楽
房
法
橋
重
慶
、
讃
師
民
部
卿
律
師
隆
修
、
 

此
曾
開
東
始
云
々
、
 

請
僧
百
ロ
、
営
杜
、
勝
長
毒
院
、
永
幅
寺
、
大
滋
寺
供
僧
等
也
、
 

元
享
元
辛
酉

（
一三
二
一
）
 

「依
辛
酉
、
於
富
杜
御
修
法
、
正
月
、
二
階
堂
別
営
僧
正
親
玄
金
門
鳥
敏
法
、
二
月
、
大
御
堂
別
富
 

僧
正
道
潤
中
薬
師
法
、
三
月
、
法
花
堂
別
富
僧
正
頴
耕
北
斗
法
被
勤
仕
之
、
三
門
跡
如
此
、
二
月
廿
 

九
日
、
大
仁
王
曾
、
講
讃
師
如
去
年
、
放
生
曾
九
月
被
行
之
、
 

正
中
二
年
乙
丑

（
一三
二
五
）
 

「五
月
廿
五
日
、
馬
炎
早
祈
雨
相
催
、
供
僧
等
殊
可
致
精
誠
之
由
、
御
教
書
到
来
、
御
所
奉
行
撮
津
 

刑
部
大
輔
入
道
々
準
、
後
藤
信
濃
前
司
奉
行
也
、
則
被
下
御
教
書
案
於
執
行
賢
淳
法
印
畢
、
勝
長
寿
 

院
、
永
幅
寺
、
同
被
仰
下
云
々
、
 

暦
磨
三
年
庚
辰

（
一三
四
〇
）
 

「正
月
十
一
日
、
朝
耕
法
印
依
同
類
白
状
、
於
二
階
堂
被
召
取
了
、」
 

康
永
三
年
甲
申

（
一
三
四
四）
 

「十
月
廿
六
日
、
馬
天
愛
御
所
、
若
宮
参
寵
、
其
外
二
階
堂
金
輪
、
五
大
堂
薬
師
、
」
 

文
和
元
年
壬
辰

（
一
三
五
二
）
 

「
三
月
十
二
日
、
将
軍
鎌
倉
入
、
二
階
堂
別
営
房
、
」
 

北
条
九
代
記
 

弘
安
三
年

（
二
一八
〇
）
庚
辰
 

「
今年
十
月
廿
八
日
 
丑
刻
右
大
特
井
義
時
時
房
等
朝
臣
o

法
花
堂
荏
柄
杜
 
井
尼
寺
o

二
階
堂
相
 

州
舘
巳
下
焼
失
o

火
本
中
下
馬
橋
中
篠
判
官
宿
所
」
 

弘
安
十
年

（
二
一
八
七）
丁
亥
 

「八
月
廿
四
日
 
二
階
堂
修
理
供
養
o

導
師
公
朝
僧
正
o
」
 

延
慶
三
年

（
一三

一
〇
）
庚
戊
 

「十

一
月
六
日
 
自
安
養
院
失
火
〇
焼
失
所
所
o

勝
長
毒
院
o

法
花
堂
o

神
宮
寺
o

浄
光
明
寺
o

多
 

賓
寺
〇
理
智
光
院
o

椙
本
o

田
代
o

二
階
堂
〇
大
門
o

荏
柄
杜
o

其
外
堂
杜
〇
不
知
其
数
o

将
軍
御
 

所
最
勝
園
寺
輝
閤
舘
o

而
図
司
以
下
大
名
小
名
舘
宿
等
大
客
焼
失
詑
o

前
代
未
聞
之
由
有
其
沙
汰
o
」
 

見
聞
私
記
 

永
仁
五
年

（
二
一
九
七）
 

「五
月
三
日
〇
駿
河
守
宗
方
被
打
了
〇
自
宿
所
放
火
二
階
堂
大
路
口
口
堂
谷
口
悉
焼
失
了
o
 

延
慶
三
年

（
一
三
一〇
）
 

「
十
一
月
六
日
、
未
時
欺
o

自
演
選
火
出
来
o

始
自
御
所
殿
中
大
名
小
名
人
屋
o

大
御
堂
o

法
花
堂
o
 

荏
柄
杜
o

浄
光
明
寺
。
多
賓
寺
o

二
階
堂
大
門
o

鐘
模
o

経
蔵
悉
焼
失
了
〇
先
代
未
聞
人
殊
事
也
o
 

ー
ー
》
の

ー
 



五
 
梅

松
論
 

「
義
詮
の
御
所
四
歳
の
御
時
大
将
と
し
て
o

御
こ
し

に
召
れ

て
〇
義
貞
と
御
同
道
に

て
o

開
東
御
退

治
以
後
は
o

二
階
堂
の
別
営
坊
に
御
座
有
し

に
o
」
 

」ハ
 
鎌
倉
大
日
記
 

応
永
十
二
年

（
一
四
〇
五
）
乙
酉
 

「
十
二
月
十
七
日
 
巳

旭
、
永
福
寺
炎
上

」
 

鎌
倉
殿
中
以
下
年
中
行
事
 

「
…
…
（
前
略
）
乃
御
評
定
始

之
獲
言

ハ
o
 

一
年
充
番
廻
テ

三
ケ
篠
何
ニ
意
見
有
〇

上
古
ニ

ハ
勝
長

毒
院

ノ
事

一
年
o

二
階
堂
永
幅
寺
之
事
一
年
o

各
年
ニ
被
載
之
〇
近
代
永
幅
寺
回
稼
以
後
御
堂
之
事
O
 

毎
年
披
露
ァ
リ
o

三
ケ
篠
之
意
見
共
調
テ
後
o

同
心
之
分
ニ
テ
同
ト

云
々
ヲ
被
申
o

是
モ

ー
年
宛
ニ

廻
ヲ
被
申
也
o

（
後
略
）
」
 

海
道
記
 

貞
応
二
年

（
二
「
一
一
）
 

「
…
…
（
前
略
）
次
に
、
東
山

の
す
そ
に
臨
み
て
、
二
階
堂
を
礼
す
o

此
は
、
余
堂
に
陣
疎
し

て
、
 

感
嘆
及
び
難
し
〇
第

一
第
二
重
な
る
樵
に
は
、
玉
の
瓦
、
鴛
の
超
を
と
ば
し
、
両
目
両
足
の
並
び
給

へ
る
台
に
は
、

金
の
盤
、
雁
灯
を
挑
げ
た
り
o

大
方
、
魯
般
、
意
匠
を
窮
め

て
、
成
風
、
天
の
望
に

冷
し
く
、
眠
首
、
手
功
を
書
せ
り
、
発
露
、
人
の
心
に
催
す
o

見
れ
ば
又
、
山
に
曲
木
あ
り
庭
に
怪

石
あ
り
o

地
形
の
勝
れ
た
る
、
仙
室
と
云
ひ

つ
べ
し
〇
三
壷
に
雲
浮
べ
り
、
七
菖
里
の
浪
、

池
の
辺

に
よ
せ
、
五
城
に
霞
時
だ

て
り
、
十
二
楼
の
風
、
階
の
上
に
ふ
く
o

誤
ち
て
半
日

の
客
た
り
、
疑
ふ

ら
く
は
、
七
世
の
孫
に

会
は
ん
事
を
o

（
後
略
）
」
 

東
関
紀
行
 

仁
冶
三
年

（
一
二
四
二
）
 

「
二
階
堂
は
殊
に
勝
れ
た
る
寺
な
り
〇
鳳
の
豊
日
に

か
が
や
き
、
見
の
鐘
霜
に
ひ
び

き
、
楼
台
の
荘
 

厳
よ
り
は
じ
め
て
、
林
池
の
あ
り
ど

に
い
た
る
ま
で
、

こ
と
に
心
に
と
ま
り
て
見
ゆ
ご
 

春
の
深
山
路
 

弘
安
三
年

（
二
一
八
〇
）
 

「廿
六
日
、
疾
く
発
た
む
と
す
れ
ば
、

こ
の
者
ど
も
来
て
、
な
ほ
強
ひ
居
た
り
o

日
閲
け
て
出
で
ぬ
o
 

暮
る
る
程
に
、

永
福
寺
の
僧
房
に
着
き
ぬ
o

年
来
住
み
慣
れ
し
故
郷
は
焼
け

て
、
か
か
る
所
に
来
ぬ

れ
ば
、
あ
ら
ぬ
世
の
心
地
し

て
、
い
と
ど
都
の
み
恋
し
き
こ
と
、
い
は
む
限
り
な
し
o
」
 



永
幅
寺
勝
景
 

「忠
臣

図
を
治
〇

お
さ
め

て
雨
露
の
恩

恭
く
o

六
十
六
の
境
に

そ
、
が
し
む
〇

そ
、

が
ざ

る
草

葉
も

な
け
れ
ば
o

薮
し

も
わ
か
ず

道
し

あ
る
〇

御
世
の

政
陰
ず
〇

法
燈
も
光
を

善
副
〇

皇
道
と
も

に
朗
な

り
o

一
夢
に
時
に
合
哉
明

徳
〇

々
高
仰
は
名
に
し

負
三
笠
山
〇

彼
右
幕
下
家
の
草

創
〇
璽
場
橿

押
開

て
〇
そ
の
寺
銃
を

新
に
訪
へ
ば
o

永
幅
智
園

満
の

標
示
と
し

て
〇
則
建
久
の
治

天
を
撰
し
も
〇
建
久

か
る
べ
き
〇
未
来
を

兼
て
や

示
し

け
む
〇
然
れ
ば

荘
巌
何
ぞ
褒
美
の

詞
も

及
ば

ん
〇
た
と
ふ
る
に

外

に
撰
難
し
〇

豊
を
守
鳳

の
超
は
〇

常
に
竹
園

に
か
け

る
o

徳
化
に
績

つ
、
〇
猶
し

竹
の
谷

ま
で
も
o
 

代
々
の
葉
風
を

や
仰
ら

ん
o

幾
度
恵
に

楽
ん
〇
さ
て
も

璽
場
を
拝
し
奉
れ
ば
〇

安
養

の
聖
容
は

無
退

の
光
を
垂
o

浄
瑠
璃

讐
王
善
逝
〇
 
一
代
牟
尼
の
尊

像
o

諸
聖
衆
み

な
各
o

因
位
の

誓
約
に

答

つ
、
。
 

過
現
の
利
益
た

の
も
し
き
ぞ

や
覧
o

賓
池
の
水
は

瑠
璃
に

透
て
〇

移
る
橋
を
見

渡
ば
o

珊
瑚
の
い
ら

か
玉
の
砂
o

汀

の
波
に
並
よ
り
て
o

見
雁
鴛
鷺
は

羽
を
通
し

て
戯
れ
〇

苦
空
無
我
と
噂

る
o

風
常

楽

の
響
き
あ
れ
ば
〇

賓
樹

の
梢
に
澄
上

る
〇
そ
よ
や
梓

弓
禰
牟
の
比
か

と
よ
〇
廻
雪

の
快
も
華
の
匂
ひ

に
や
移
ら

ん
o

閑
き
空
の

タ
策
o

糸
竹
の

調
の
妙
な
る
も
o

兜
率

の
園
に
異
な
ず
o

夏
山

の
茂
時

の

鳥
も
o

勝
此

谷
に

て
や
初
音
聞
ら

ん
〇
納
涼
殊
に
便
を
得

て
〇
涼
き

風
を
松
陰

の
〇
岩
井
の
水
を

や

結
ぶ

な
ら
〇

岸
風
に

扇
を
も

忘
ぬ

べ
き
は
0

先
目

に
か
、

る
釣
殿
〇
蹄
さ
も
更
に
急
れ

ず
o

晩
涼
の

興
を
勧
れ
ば
〇

い
と
こ

よ
な
き

瑚
な
れ

や
ご
 

同
瑚
井
 

通
イ
 

「
猶
又
殊
に

分
無
は
o

紅
葉
を
か
ざ

す
秋
の

興
o

行
道
山

路
の
此
面
彼
面
に

や
す
ら

ひ
〇
色
々
に

み

ゆ
る
諸
人
の
〇

袖
の
行
す

り
も
0

ゆ
か
敷
ぞ

費
る
〇

良
冬
枯

の
梢
寂
き
山
嵐
の
〇
音
さ
え
行
ば

い
と
g
 

今
は
〇

小
夜

更
る
間

の
や
0

露
を
か

た
し
く
小
）
延
のo

床
も

さ
こ

そ
は
氷
る
ら
め
〇
雪
の
朝
の
眺

望
 

香
ィ
 

は
o

よ
に
又
類
や
稀

な
ら

ん
〇
さ
れ
ば

或
は

軽
軒
韓
を

廻
し

て
〇
此
三
薗
の
塵
に
馳
o

或
は
委
騎
輿

を
並
て
〇

路
選
の

砂
に

進
0

左
に
望
右
に

願
に
〇

あ
の
遊
覧
も

た
g

此
瑚
に

あ
り
〇
抑
妙

な
る
重

地

の
さ
ま
ざ
ま
な
る
中
に
も
〇

法
水
底

清
き
石
井
の

流
o

其
源

を
汲

て
し
れ
ば
〇

絶
せ
ぬ
末
ぞ
賢
〇

小

川
の
谷
と
聞

渡
も
〇

水
上
近
き

程
な
れ

や
〇
又
間
荒
に

葺
杉

の
や
o

月
も

た
ま
ら
ず
漏
く
る
〇

時
雨

の
雨
そ
、
ぎ

ぞ
さ
び
し

き
〇
秋
の
森
覧
な
る
〇

勝
さ
は
宮
城

野
の
原
〇
野
田

の
玉
川
な
ら

ぬ
と
も
〇

獲

て
は
い

つ
し
か
〇
移
ふ
萩
か

や

つ
る
ら
ん
o

野
わ
け

の
風
ぞ
は
げ
し

き
o

勝
地
は

多
し

と
い

へ
ど

も
〇
仙
宮
は

た
g

此
所
o

亀
が

淵
と
名
を
流

す
も
o

蓬
英
洞
を

や
浮
ぶ
ら

ん
o

情
お
も
む
み
れ
ば
〇

結
縁
も

と
に
頼
有
哉
〇

員
言
院

の
安
置
は
〇

無
梯
能
化
の

尊
容
〇

珠
伽
神
秘
の
内

澄
探
し

て
〇
深
き
 

、
永
 

故
あ

る
な
る
物
を

な
o

彼
と
云
是
と

云
〇
貴
哉
員
俗
に
其
徳
慶
し

て
o

理
智
光

を
並

つ
、
o

行
幅
寺
 

の
響
に
備
れ
ば
〇
 
た
れ
か
は
楽
ざ

る
べ
き
〇
誰
か
は

悦
ば
し

め
ざ

る
べ
き
ピ
 

鎌
倉
年
代
記

裏
書
 

龍
年
確

十

一
月
廿
三
日
、
永
福
寺
供
養
、
導
師
隆
弁
法
印
、
若
宮
別
当
、
 

（
注）
 
武家
年
代
記
裏
書
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
 



2．永福寺出土瓦一覧 
瓦類のうち軒瓦は鐙瓦18形式31種、宇瓦22形式31種を数える〇以下、軒瓦の組み合

わせと、その時期的位置について概観する〇 

〈第I期〉 

創建期の軒瓦の主要な組み合わせは、中房と花弁との間に雄藁帯を配す八葉複弁蓮

華文鐙瓦（YA iOla~g・1) と、端花文中心飾りから外に反転する均正唐草文の

宇瓦（Y N 101 a~J) である〇鐙瓦で雄藁を持っ基本様式は、平安時代後期の平安

京や円勝寺出土瓦の南都系鐙瓦の一群に、その系譜をたどることができる〇対比され

る宇瓦の制作技法もこれに矛盾しないo 

この手の宇瓦は埼玉県早稲田大学本庄校地内遺跡（YNI 0lf の箔詰）や福島県

満勝寺跡でも同文品が小量ながら含まれており、分布相とともにどのような文様系譜

があるのか今後検討の必要があろう0 この他、三巴文鐙瓦（YA 1102 a・b・C ）は、 

主要軒瓦と胎土・焼成に共通性が認められ、制作技法や瓦当裏面の人名押印を持っ点

からも近接した年代が与えられ、組み合わせも考えたいところである0 YAII01と Y 

N I 03・04、且 01・13は、いわゆる 「中央官衝系」 の制作技法の系譜下にあるが、出

土量は極めて少なく、副次的に用いられたと思われるo 

なお、主要瓦の鐙瓦、女瓦、鬼瓦に瓦工または寄進者と見られる 「宗清」 「宗俊」 

「守光」「国元」「支長」 の人名が押印されたものが出土しているo 

〈第且期〉 

永福寺は寛喜 3 年（1231)「火災により惣門消失」 とあり、「嘉禎元年（文暦 2 年・1 

235)「文暦二年永福寺」(YMil0 1）に再建」 とある。続いて寛元 2 年（1244）永福

寺並びに両堂修理事始め」宝治 2 年（1248)「修理について沙汰あり」 という 『吾妻鏡』 

の記事からも知られるように、大がかりな修理が行われたようである o 昭和62 ● 63年

度の調査では左翼廊の東西列や中門に最低 3 時期にわたる修理・再建の痕跡を検出し

ているo 

当期の軒瓦の出土比から、寛元・宝治年間の修理に新調された軒瓦の組み合わせと

して、YA皿ーYN皿の 「永福寺」銘瓦とYA 1103が考えられる〇前者は径17~19cm 

ほどの大型の鐙瓦で内区に 「永福寺」 の 3文字を上下に配し、周囲に珠文をおく 0 こ

れと対をなす宇瓦は瓦当面に同一書体で「永福寺」 と左から配す0 

前者の瓦頭部は女瓦凸面広端部に厚く粘土を張り付けた、上弦33cm強の大きな宇瓦  

である〇後者は宇瓦が太い凸線で表現した陽刻の下向き剣頭文で、当期以降に普遍的

となる陽刻の剣頭文字瓦の初現期のものと見るべきで、対比される鐙瓦は彫りの深い

三巴文である〇 

YNII04と、その対応関係にある女瓦C類とした一群の瓦が、埼玉県美里町の水殿

瓦窯で生産され、当期に永福寺に供給されたことが水殿瓦窯の最近の範囲確認調査で

確実となっているo 

永福寺からは以上の寺銘軒瓦のほかに 「永福寺」 の文字を押印した女瓦を含む一群 

（女瓦D類）は、胎土、焼成、規格に共通性があり、数量的にも極めて多く、寛元・宝

治年間修理に新調されたことがこれからも裏付けられる〇 

〈第皿期〉 

弘安 3 年（1280）に鎌倉大火で二階堂消失、翌年忍性が別当坊に入り、弘安10年（1287) 

に二階堂が修理供養されている〇『北条九代記』 その復興期に使われたと考えられる軒

瓦には小型のものが多く、文様の主流をなす鐙瓦は巴文、宇瓦では剣頭文である o 鐙

瓦は彫りの浅い巴文で、YAII06のような外区に剣頭文を連続して配すものや、貧弱

な珠文を巡らすものである〇 

宇瓦は瓦当中央に三巴文を置いたものや、上向き剣頭文が主流となっており、その

文様は、すでに前代とは異なる新しい形式の特徴が顕著である〇 この文様意匠は、鎌

倉市内では極楽寺・新宮・荏柄天神●覚園寺出土瓦に認められ、金沢称名寺にも採用

されているo この時期の瓦が忍性受かりの極楽寺を始めとする律宗寺院を中心に分布

しており、さらに忍性が別当に任じられた当寺にも見られることから、これらの瓦が

忍性が率いた律宗工匠集団の造瓦組織によって生産された可能性が指摘できようo 

以上、第I~ 11期の軒瓦について述べてきたが、昨年度までの調査結果から出土瓦

は第I・且期が大部分を占めており、この二時期の建物が総瓦葺きであったことは容

易に推測されるが、第皿期の瓦類が占める割合が極めて低い事実は、第I・且期の建

物とは異なる様相を示している〇このことは、第皿期以降の建物が総瓦葺きの可能性

が薄いことを暗示させ、瓦棟を用いたような桧皮葺き建物に変化したことが想像でき

よう。ただしこれまでの調査から主要な建物は創建期の規格・規模を第III期までは保

ち続けたと思われる〇 

永福寺時期区分 

これまでの調査で出土した瓦類の編年、その他の遺物、確認した建物の規模、改修、 

火災、再建等の痕跡と、文献に記載された創建、改修、火災、再建等の記録から、 I 



文治 5 年（1189) 

建久 2 年（1191) 

12月 9 日 

2 月15日 

建久 3 年（1192) 1月21日 

8 月27日 

10月25日 

10月29日 

11月13日 

11月20日 

11月25日 

建久 4 年（1193) 11月27日 

建久 5 年（1194) 7 月14日 

12月 2 日 

12月26日 

正治 2 年（1200） 閏 2 月29日 

建仁 2 年（1202) 3 月14日 

期［創建（1192) ～寛元・宝治年間修理まで（1248-')］ 且期［寛元・宝治年間修理

から弘安 3 年火災まで（1280)］ 皿期［弘安期の再建～延慶 3 年火災まで（1310)] 

W期［延慶 3 年再建～応永12年火災・消失 

(1405)］の時期区分が考えられる0 

に 

永福寺略年表 

永福寺事始。 

頼朝、寺の位置を定めるため大倉山辺を歴監。 

三善善信、二階堂行政、筑後権守俊兼等を奉行と 

する0 

頼朝、新造御堂に臨み土工事を見る。 

頼朝、阿波阿閣梨静空の弟子静玄を召して庭石の 

配石について相談0 

惣門建立0 

永福寺の扉と仏の背後の壁画が完成0 奥州毛越寺 

の金堂（円隆寺）を模す0 

頼朝、静玄に配石を直させる。 

永福寺造営終了0 

永福寺供養、導師は三井寺公顕0 

阿弥陀堂供養、導師は前権僧正真円。 

薬師堂上棟。 

御願寺社の奉行人を定める。 

永福寺一三浦介義澄、畠山重忠、義勝房成尋 

同阿弥陀堂一前掃部頭中原親能、二階堂民部丞 

行政、武藤大蔵丞頼平0 

同薬師堂今新造ー豊後守毛利季光、隼人佑三善 

康清、平民部丞盛時0 

永福寺内新造薬師堂供養、導師は前権僧正勝賢 

頼家、永福寺以下歴覧、僧・稚児等釣殿に参候 

多宝塔供養0  

惣門、多宝塔焼失。 

惣門再建0 

永福寺郭内に塔婆供養0 

惣門焼失。 

僧坊二、三軒焼失0 

惣門の内門まで焼失0 

惣門上棟。（「文暦二年永福寺」銘の瓦あり） 

永福寺並びに両脇堂修理事始め。 

頼経の願で如法経を永福寺奥山に納む0 

三浦の乱能登守光村、永福寺惣門内に布陣0 

修理について沙汰あり0 

鎌倉大火二階堂焼失0 

二階堂修理供養、導師は僧正公朝0 

二階堂大門鐘楼悉く失う〇 

幕府、永福寺修造を督促0 

北条一族滅亡後、千寿王（後の足利義詮）別当坊 

滞在。 

中先代の乱後、足利尊氏、直義、別当坊に入る。 

尊氏、別当坊に宿営。 

永福寺炎上。 

「鎌倉年中行事」享徳 3 年（1454）成立o 

近代永福寺回禄以降、吉書始めに書かれなくなっ 

た0 

建暦元年（1211) 11月 3 日 

建暦 2 年（1212) 7 月23日 

建保 4 年（1216) 8 月19日 

承久元年（1219) 9 月22日 

承久 2 年（1220) 12月 2 日 

寛喜 3年（1231) 10月27日 

嘉禎元年（1235) 7 月 5 日 

寛元 2 年（1244) 7 月 5 日 

寛元 3 年（1245) 10月12日 

宝治元年（1247) 6 月 5 日 

宝治 2 年（1248) 10月21日 

弘安 3 年（1280) 10月 8 日 

弘安10年（1287) 8 月24日 

延慶 3 年（1310) 11月 6 日 

元応 2 年（1320) 6 月16日 

元弘 3 年（1333) 5 月 

建武 2 年（1335) 8 月 

文和元年（1352) 3 月12日 

応永12年（1405) 12月17日 
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鐙（軒丸）瓦型式分類表 

I 期 且 期 皿期・W 期 

鐙
 
瓦
 

蓮
 
華
 
文
 
系
 

・YA I 0la 

b 

d 

f 

g 

・YA I 0 2（元0lh) 

・YA I 0 3（東海産） 

巴
 

文
 

系
  

YAII 0 1 ・YAII 0 4 a 

b 

YAII 0 6 

・YAII 0 2 a 

b 

C 

YAII 0 7 

YAII 0 5 YAII 0 8 

YAII 0 9 

YAII 0 3 YAII 1 0 

●YAII 11 a 

b 

YAII 1 3 

・YAII 1 2 a 

b 

寺

銘
系
 

・YA 皿 0la 

b 

C 

他 YAIV0 1 

宇（軒平）瓦型式分類表 

I 期 且 期 皿期・W 期 

宇
 
瓦
 

唐
 
草
 

文
 
系
 

・YNI 0la 

b 

d 

I 

h  

YN I 0 5 

.YN T 1)lCぐ箔言吉う 上 lN 上 、ノ 上 v 、fIニロ口ノ 

～ ノ人』A一ニニ」一、 、J ‘ 、シ Il 二」一 1 こっ、fLニ口I：コノ 

/A」A一二エ、 
1、7巳言古ノ 

/A」A一二4一、 
］、7巳言古ノ 

YN I 0 2 

YN I 0 3 

YN I 0 4 

YN I 0 6（東海産） 

剣
 
頭
 
文
 
系
 

・YNil 0 1 

・YNil 1 3 

・YNII 0 2 

03 

・YNII 0 5 

06 

07 

08  

09  

10 

11 

12 

寺
 
銘
 
系
 

・YN 皿 0la 

b 

・YNIII0 2 

●YNIII 0 3 a 

b 

他 YNIV0 1 
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鍵卿・ 

買 ］  

（艇長澗鍵眠）胆U・ 

胆く・  

（鮮授製嫌眠）級山・ 

毅
く・ 照

m・  

k・ 丑・
 
そ・
 

欧
冒

 
転

冒
 
眼

冒
 

日0ト． Cc1n  

E0LCD. Cc CDC0  

日0寸． Cc鯉H.L峨 u-i  

日0「． Cc1u 寸．寸峨 u-i  

日0LCD Cc磐（.LC 唱u-t  

日0寸． Co
1--
cccc 暇 u-i  

日0寸．CCD 1uCDCc. cc 峨 u-i  

日0cc. CCD 1fl9 CDCo ザ暇 u-i  

日0Co. Co -E- cc．寸u1 u-i  

日0cc. Cc1nCDCc ．寸暇 u-i  

日0ト． m
1n -- O). N-暇u-i  

舶撫小ぐ 

日0LCD. Co響cc. LCD 唱I' u-i  

日0Co. Co CD寸．LCD 唱 u-i  

E00'). Co 響cc. N-略u-i  

日00') Co1u cc. N峨 u-i  

日0cc. Co1c cc. LCD 峨u-i  

E0N-. Cc
iDE

-- Cc. cc 唱u-i  

日0cc. Co 1fl9 Cc. LCD 暇 u-i  

日0LCD. CoiDE

--  日0LCD. CciDE CDcc ．ゆ峨 ui  

E 0 0').
Cc
iDE 細国目くン・胆m冒歌・販口国転

邪国口くン・販口国転 

凋国口くン・懸口 国試 

旧国・懸口国転 

拠m国欧 

巨国・で（0zン  

-
-cc．

寸
暇

u-i  

N
．
ゆ 唱u-i  

Cccc 販く国転

回国・懸く国転

回国●懸く国試

胆国・黙く冒転

恒国・販く国試 

回国・黙く国試 

瞭で「cc  

廻国●懸く国転

旧国・懸く国試

旧国・懸く国試

回国・懸く国試 

瞭cc Cccc  

回国・販く冒試 

旧国・販口冒試 

巨国・級口冒転

巨国・級口国試 

回国・懸口国転 

回包●暴口国試 

回国・販口国試 

回国・級口国転 

阿国・級口国試 

旧国・懸口国試  

「撫 {i  

「撫{i  

「択伽」  

「無{iL_  

「択や L_  

一イ》4‘」 ‘'L  

「敏［v《K一  

「峨以」  

「峨以L_  

「峨以L_  

「峨以1_  

「峨以L_  

「択やL_  

「R圃」  
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p  

cc ( cc  

吋 Cc cc  

mcc  

D 
U 
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CD cc' cc  

LCD cc 乏ン・  

cc cc 乏ン・  

( 0口乏ン・  

p  
吋 Cc cc  

p 
0  

cc CO cc 乏ン・ 

寸 0口乏ン・  

LCD cc 乏ン・  

cc cc 乏ン・  

(ccHコン・  

CcccH 乏ン・  

mo目乏ン・  

LCD ccH乏ン・  

cc' ccH乏ン・ 

⑩ 0目乏ン・ 
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中

 

Q柳ゆ3P宴届ゼ 

暇黙虫回硬●回（叶）転・回（状）昧 

暇騒余帽剥回静縄 
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鐙瓦 
蓮華文系（YAI) 

複弁八葉蓮華文で、中房に1+8の蓮子を置き、中房と花弁との間に放射状 

の蕊を巡らし、短めの蓮弁の周りに珠文を配置する。現在までに 7箔種の同文 

異箔が確認されている。 

愛知県名古屋市の八事裏山 1号窯産の蓮華文鐙瓦と同一意匠の瓦当文様であ

る0 

I期 

YA I 0 1 a 

中房の蓮子を、間弁に対応させて割り付けている。蓮子と内縁の珠文が大粒
である。 



I期 I期 

YA I 0 1 b YA I 0 1 C 

ー

Nい
ー
 

 

箔の彫りが比較的深く、輪郭線で表した花弁中に小さな子葉をを配する。 
中房の蓮子は珠文より大きく、間弁に対応する。 

 

中房の蓮子が花弁の中軸に対応して割り付けられている0 



I期 I期 

YA I 0 1 d 

 

YA I 0 1 e 

 

   

スタンプ「宗俊」、 「文長」有り。 

花弁全体が浮き出して平面をなし、その上に子葉を置く。厨房の蓮子は間 
弁に対応させて割り付けている。 

瓦当裏側に線刻のあるもの。 

「宗俊」、 「国元」スタンプ。 

b同様に、花弁を輪郭線で表す0 珠文の割り付けや瓦当径の違い（やや小 
型）で bと区別する〇 

鶴岡八幡宮宝物館所蔵品と同箔o 



I期 

'p 

 

YA I 0 1 g 
YA 101 f 

 

ー

N
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ー
 

厨房の蓮子を花弁中軸に対応させて割り付けている。花弁に緩やかな起伏
があり、また各珠文が小さめで、間隔が広い点で aと異なっている。 

文様構成は中房を間弁に対応させて割り付けているなど、 a・b・d・e 
と基本は同じであるが、瓦当面径が14.3cmと他の同型式に比べ小型である0 
鶴岡八幡宮のHA I 0 lと同箔である。 



YA I 0 1 i 
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文様は b・e に類似しているが、瓦当面径が約13cmと小型の部類になる0 

I期 I期 

YA I 0 2 

基本的な文様構成は a~gと同じであるが、花弁の周囲を巡る珠文帯を二
重の界線で区切っている0 
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I期 

繊：郵 
YAI03 

東海地方窯産 

繊；白 
rー 

八幡宮二十五房跡出土、八事裏山 1号窯の製品。 

愛知県名古屋市八事裏山窯 
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鐙瓦 
巴文系（YAII) 

I期ではYAII 0 1とYAII 0 2 の三巴文鐙瓦の内、YA 丑 01は珠文を伴

わず、瓦当面径が小型の製品である。YA 且 02 は巴文の周囲に珠文帯が巡り、 

瓦当裏面に、I期瓦の特徴でもある 「守光」 の押印やヘラ描きしたものもあるo 

且期では YAII 0 3・04・05がある0 瓦当面に竹管による〇や▲の押印

が見られる。 

皿期では瓦当面が小型になり、中に全体の彫りが浅い巴文を配す0 巴の頭が

太くやや丸みを帯び、圏線の外側に貧弱な珠文を巡らしている。且期の瓦に極

めて似た粗い胎土からなるが、寸法は格段に小さい一群であるo 鐙瓦の瓦当径

は13~14cm0 

YAII 0 1 

~1 13cm 

珠文を伴わない瓦当径約13cm前後の、右廻りの小型の三巴文鐙瓦で、巴文
は上面が平らな平板状を呈し、巴の頭は先端を尖らせ、胴部中央から細くな
り、尾は半周あまりで末端となり短い0 裏面には指頭圧痕を残す古式な様相
をもつ。 



一、ヤ～ 

戸ー 

、ー・一7 

( / 
Vー．！ 一 

1  
ノI 

珠文22個 
焼成で軟●硬質があり、胎土・色調はYA I 0lに近 

巴文の尾の長さが短く、珠文の間隔が狭い。周縁は直
したものもある0 

左廻りの巴文鐙瓦0 
似する0 

0 2bは 02aより
立縁で内側をヘラ削り 

か
」
 

YAII 0 2 a 

、
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、
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1 
「什米」 

I期 I期 

珠文18個 
珠文を巡らす三巴文鐙瓦で、瓦当裏面に 「守光」銘を、押印したものや、 

ヘラ描きしたものがある0 この人名の押印はI期瓦のみに見ることの出来る
もので、瓦の瓦当径、質感当が他のI期瓦に類似することから、主要な軒瓦
に組合わさる可能性が高いものである0 
焼成で軟・硬質があり、胎土・色調はYA I 0 lに近似する。 
02aは 0 2bより巴文の尾の長さが長く、珠文の間隔が広い0 周縁は直 

立縁で内側をヘラ削りしたものもある。 
鶴岡八幡宮HA 且 09と同文あるいは同箔品である0 
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た
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も
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YAII 0 2 b 
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YAII 0 2 C 

'1 
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左廻り巴文鐙瓦。 02a・0 2b に比べ凸部の盛り上がりが浅い0 
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I 期 I 期 

左廻りの巴文鐙瓦〇巴頭部をやや尖らせ、尾を長く出しているために界線
のように見えるo 珠文は比較的大きくて密に配されている。色調は灰色で、 
焼成堅徴である。 



YAII 0 4 b YAII 0 4 a 

五期 u期 

裳瓦 

  

十 

  

  

右廻り巴文鐙瓦。巴頭部は丸みを帯び、頭部から胴太気味に出て、尾に続く。 
尾の先端は界線に接していない0 界線の外側に珠文を密に散らす。表面灰黒
色、内面灰白色を呈し、焼成はやや軟質。胎土に小石を多量に含む。瓦当面
に黒色粒の離れ砂が付着。 

   

右廻り巴文鐙瓦0 巴頭部は丸み
く。尾の先端は界線に接していな
灰黒色、内面灰白色を呈し、焼成
当面に黒色粒の離れ砂が付着。 

中央に△の竹管 

を帯び、頭部から胴太気味に出て、尾に
い。界線の外側に珠文を密に散らす0 表
はやや軟質0 胎土に小石を多量に含む0 

続
面
瓦
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YAII 0 6 

且期 皿期 

A
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しニーン 

右廻り巴剣頭文0 巴頭部は肥大して丸みを帯びる。尾は長く細い〇 
外区内縁には剣頭文を配する0 表面黒灰色、内面灰白色0 胎土に粗砂を多 

く含み、瓦当面に離れ砂が付着。同文は極楽寺・称名寺で出土する0 

中央に竹乞押印、周縁に押されるもの有り。 
左廻り巴文鐙瓦0 巴頭部は丸みを帯び、頭部から胴太気味に出て、尾に続

く 0 尾の端部は界線に接していない。外区内縁に珠文を21個配している0 表
面灰褐色●灰黒色、内面灰褐色を呈する。胎土に粗砂を多量に含む0 瓦当面
に離れ砂が顕著0 巴の中央に竹管文を押したものもある0 

17cm 
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 復元13cm 

皿期 皿期 

 

YAII 0 8 
YA110 7 

左廻り巴文鐙瓦0 巴頭部を連ね、尾は界線に接している。外区内縁には小
さな珠文を密に配している0 文様の彫りが浅い。表面灰褐色、内面灰白色を
呈する0 焼成やや堅繊、胎土は粗砂を多めに含む0 瓦当面に黒色砂粒が付着0 

左廻り巴文鐙瓦0 巴は、頭部から胴部にかけてほぼ同じ太さであるが、尾
は細長いが隣の尾と界線に接する事はない0 外区内縁には小さな珠文を密に
配しているが間隔は不揃いである〇表面黒灰色、内面灰白色を呈する。焼成
やや軟質、胎土は粗砂を多めに含む0 瓦当面に離れ砂が付着o 
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YAII0 9 

復元13. 5cmブ 

‘」 

YAII 1 0 

療誉舞島 
遠・ーきでぜ~~にを‘ 

蹄が、 
ミ縛 

左廻り巴文鐙瓦0 瓦当面の下端を残すのみである〇文様構成は、 08 ● 0 
9 と類似するが、珠文の間隔が広いところから区別される0 表面は灰黒色を
呈し、焼成はやや軟質、胎土は粗い。 

皿期 皿期 

左廻り巴文鐙瓦008と類似するが、巴中央に丸い突起があり、尾の長さ
が短い〇表面薄黒灰色、内面茶灰色（くすべ焼風）0 焼成は軟質0 胎土は粗砂
を多く含み、瓦当面に離れ砂が多く付着する0 
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YAII 11 b 
YAII 11 a 
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左廻り巴文鐙瓦。口径13'--'14cmのやや軟質の胎土。珠文22個。周縁の 
狭い。 
YAII 0lと同じ規格。  

左廻り巴文鐙瓦0 口径13'-'14cmのやや軟質の胎土0 hla より大振りな珠文 
で、珠文推定23個。巴凸部が中心でつながっている。 

YA110 1と同じ規格〇 



姦蜘 
繊露 t 

YAII 1 2 a 
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左廻り巴文鐙瓦0 凸部の盛り上がりが浅く、巴凸部は平らな特徴がある。 
口径は 02aより大きい（17cm以上か？) 
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I期 I期 

YAII 12 b 

左廻り巴文鐙瓦o12aとよく似るが、巴頭部分が丸い。 02aよりやや
小降り、hla・bより大きい瓦当径である0 



皿期 鐙瓦 
寺銘系（YAJIT) 

 

「永福寺」寺銘瓦。外区内縁に珠文を密に置く0 瓦当面径は19cm前後。灰

褐色を呈し、焼成は堅徴、胎土には小石を多量に含む。瓦当面に粗い離れ砂が

付着0 他の鐙瓦に対し大型である。 

現在YAJJI0 1は a-cまでの 3 種が確認されている0 

 

YAII 1 3 
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右廻り巴文鐙瓦0 瓦当面の上端を残すのみである。 
表面黒灰色、内面灰白色。胎土に粗砂を多く含み粗い0 
瓦当面に離れ砂が付着。焼成はやや軟質0 

 

 



、一1'r'1'A 

げ‘な‘嘱、 、 
’一“ー二 ~一一 ・・ーーーーーー．一ー／’」 ・、 

、．  
’ 二‘ン’、 、b ・ “ 、 ~一 、 

"’・二一 ‘’ 
、・ 一 一 

A 
ー、ンz・、尋い 
で一’』二‘一ー 、’． 

、マ 餐聾f1 

、ft警1夢掌’夢z' 

め
 

'
 

一
 ・

‘
‘・

 ・
 
‘
 
，
再
ゴ
’
さ
ち
気
 

《
 
，
・
・
 

、 
且期 且期 

 

YAIII 0 1 b 
YAIII0 1 a 

  

「永福寺」寺銘瓦c 外区内縁に珠文を密に置く。瓦当面径は19cm前後0 灰
褐色を呈し、焼成は堅徴、胎土には小石を多量に含む0  瓦当面に粗い離れ砂
が付着0 他の鐙瓦に対し大型である0 

，、‘麟r、A 
一→一,'’墜、一‘しど毒了、’、 、 

一 一 ， 一ー ーー‘一ーー 、． ・、、  
に縛・さ、 、●裏、 

、マ ザ（麟建 
邑 ー 

一 ． . ‘ ． 、 ‘ 、． , 

1無撃電夢”’ 
「永福寺」寺銘瓦0 外区内縁に珠文を置く。瓦当面径は19cm前後o 灰褐色を
呈し、焼成は堅徴、胎土には小石を多量に含む0 瓦当面に粗い離れ砂が付着。 
他の鐙瓦に対し大型である。 
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且期 鐙瓦 

その他（YAW) 

YAIII0 1 C 

「永福寺」寺銘瓦。外区内縁に珠文を密に置く。瓦当面径は19cm前後。文字
の凸部が浅く、字体が繊細である。灰褐色を呈し、焼成は堅徹、胎土には小
石を多量に含む。瓦当面に粗い離れ砂が付着。他の型式の鐙瓦に対し大型で
ある。 



YAIV0 1 

巴蓮華文鐙瓦。 7花弁の蓮華の中心に左廻りの巴を配している。外区内縁
に推定12個の大きめの珠文を配している。この型式はこれまでにこの 1点し
か確認されていない。 

？期 



4. 9cm 

YN 1-0laの箔詰め 

本 

‘」tA 一A、 

極趣編ョ亡ぎな 
V 

I期 宇瓦 
唐草文系（YNI) 

文様は均正唐草文である。中心飾りに四弁の端花文を配し、左右にほぼ対称

に唐草を 2 回半ないし 3回反転させている0 瓦当部の制作は顎貼り付けによっ

て行われている0 中心の端花文・左右の唐草文の反転の様子から、10種類の同

文異箔を確認している。 

唐草文宇瓦は、愛知県名古屋市の八事裏山1号窯産の軒瓦と同一意匠の瓦当

文様である。 

’、、 ！傘・,' 

YN I -0 1 a 

均正唐草文宇瓦0 中心飾りは十字に四花弁を配した端花文である0 
端花文の花弁の中央がハート状に窪み、唐草は花弁から離れる0 

YN I一 0lg 
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YN I -0 1 b 
YN I -0 1 d 

I期 I期 

4. 86m 

均正唐草文宇瓦o 中心飾りは十字に四花弁を配した端花文である0 
端花文の花弁の中央がハート状に窪み、唐草は花弁から離れる0 

4. 6cm 

均正唐草文宇瓦o 中心飾りは十字に四花弁を配した端花文である〇
端花文の花弁の中央がハート状に窪み、唐草は花弁から離れる0 



I期 I期 

I' . 

本
 

YN I ー〇 1kとの大きな違い（下を向く） 

28. 5cm 

，” 
！い 

/ 
4. 9cm 

潰れているものあり 

Y N 1-0 1 k 

均正唐草文宇瓦。中心飾りは十字に四花弁を配した端花文である0 

一二三一一一“一与一~＝三一一＝一一ーー＝~一三~＝三F→＝一事三こ~三い一→こ一一」三三~~ー＝三，==＝三言三＝＝ 一 に・ ＝戸一 

YN I 一 0le 

均正唐草文宇瓦。中心飾りは十字に四花弁を配した端花文である0 
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YN I -0 1 h 

均正唐草文宇瓦0 中心飾りは十字に四花弁を配した端花文である0 

I期 

YN I 一 0lj 

「文長」押印（YM I 0 4 d) 箔は 0lbか？ 
均正唐草文宇瓦。中心飾りは十字に四花弁を配した端花文である0 

ー
の
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I期 

YN I ー〇 lhの箔つめ

本 

YN I ー〇 lhの箔つめ 
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V 

YN I 一 0li 



I期 且期？ 

YN Iー〇lf 

均正唐草文宇瓦0 中心飾りは十字に四花弁を配した端花文である。 
端花文の花弁の中央がハート状に窪み、唐草は花弁から離れる0 
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28. 8cm 

YN Iー〇lfとの大きな違い（上を 

鳶g 

唐草の盛り上がりが扇平 

、‘ 」  
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向く） 

4. 2cm 
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推定6. 4cm 
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I期 I期 

疑崇、 

4. 2cm 

均正唐草文宇瓦00l・02に見られる中心の花弁がない0 巻いた唐草よ
り、子葉が出ている0 伊豆韮山願成寿院と同箔である。 

YN I一 04 

4. 6cm 

均正唐草文宇瓦。 03と同じく中心の花弁がない0 唐草の周囲に、二重の
界線に囲まれた珠文帯が巡る。 

べ
「
 



婦~ち 
か・ Iで・ー・・・竺：」~ I /一ーーー 

七‘ "i' 
' ! ， レー・・I 

YN I 一 05 

」h・・ Iで’～ー．ー」~ 

1ー 

、電サと 

曳にSソ‘ ワ 
YN I 一 06 

皿期 I期 

粗胎「釣針状」 

唐草文が釣針状に退化したものである。 

“~ 
か，Iで二～一”‘~ 
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1.9cm 

5cm -. 

東海系唐均正草文宇瓦 
愛知県名古屋市の八事裏山 1号窯産0 

唐草は 3 回反転していると思われ、中心飾りは確認されていない。 
瓦当全面に灰粕が施されている（自然粕ではなく）と思われる0 

愛知県名古屋市の八事裏山 1号窯 



宇瓦 
剣頭文系（YNil) 

I 期の陰刻の剣頭文宇瓦（下向き剣頭文を陰刻で表したもの）と、五期の陽 

刻剣頭文宇瓦（下向きの剣頭文を陽刻で表したもの）、皿期の陽刻の剣頭文 

（上向きの剣頭文を陽刻し、中心に巴文・文字・三鱗文）が出土している。 

ー
 
『
い

ー
 



I期 u期 

轡 
YNII 0 2 

YNII0 1 
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3. 4cm 

陰刻下向き剣頭文宇瓦。剣頭中の鏑は断面三角形を呈し、太く先が尖って
いる0 黒灰色を呈し、焼成はやや軟質で、胎土は精良である0 瓦当面に布目
痕が見られ、折曲げ作りである0 

ぎ無柵碑嚇弘  

、7 ' ’~v ノ／,  ’~‘ /  
/ 

3. 5cm 

下向きの剣頭文宇瓦o 横須賀考古学会保管品0 発掘調査では確認していな
いo 下向きの剣頭文ををそれぞれ独立して配している0 剣頭中に先端の尖っ
た鏑を入れてある0 灰褐色を呈し、胎土には小石粒、砂を多量に含み、焼成
やや硬質。 
凹面は布目痕を残し、顎部と頚部の横ナデ痕を残す0 

／ろ  



YNil 0 3 

且期 皿期 

YNil 0 5 

上向きの剣頭文で「永福寺」名入り。 

1介ン 工  
柳柵みこ！ーーノ ／/ 

//  
2. 4cm ／・／ノ 

陽刻の上向き剣頭文宇瓦0 剣頭文の中に 「永」 の字が見られる 0 界線は上
下に周縁に接するように配されている。表面黒灰色、内面灰白～灰褐色で、 
やや軟質、胎土は小石粒を含む0 

磐
 

<
'
 

4. 4cm 

陽刻の剣頭文宇瓦o 埼玉県児玉郡美里町の水殿瓦窯産の宇瓦である〇 
かつて剣頭の傾きでYN 且 04 と分類したものと同一のものである0 
よってYNil 0 4 は現在欠番o 
繊細な連続した陽刻の下向き剣頭文である0 凸面の斜格子叩き内の 「大」・ 

「＋」・「上」・「少」 などの文字、花押風の記号が特徴である。 



YNII 0 7 

YNil 0 6 

陽刻の上向き剣頭文宇瓦0 中心に左回り
の剣頭文を配し、界線は四方に見られる。 
表面黒灰色、内面灰白～灰褐色。硬質で、 
及び表、裏面には黒色粒の離れ砂が付着す
組み合わせた叩き目が残る0 

3. 4cm 

の巴文を配する0 左右
下側の界線は剣頭に接
胎土は粗く小石粒を含
る。凸面には三鱗文と 

A 

V 

に描く 5 個
している0 
む0 瓦当面
花菱文等を 

嶋t・[鷺 欝勢議 

皿期 皿期 

I輪薫驚 
06と〇 7は巴の向きが異なる。 28cm 

皿期か？ 

陽刻の上向き剣頭文宇瓦。中心に右回りの巴文を配する0 界線は四方に見
られる0 下側の界線は剣頭に接している。表面黒灰色、内面灰白～灰褐色で、 
やや軟質、胎土は小石粒を含む。瓦当面及び表、裏面には黒色粒の離れ砂が
付着する。凸面には三鱗文と花菱文等を組み合わせた叩き目が残る。 

2. 8cm 
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YNil 0 8 

Y Nil 0 9 
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1. 9cm 

編熱昂 

L戸 し／→” ノ ー ／  

ifi期 1. 9c可 

細い陽刻の上向き剣頭文宇瓦。界線は上下に接している〇表面黒灰色、内
面灰白色を呈する。焼成はやや堅徴、胎土は小石を含む0 瓦当の上端を面取

り風に横方向の削りが施されている。女瓦部は厚さ 2cm以下の薄手である0 

繊糞器舞ニ毒奮r1 
’ー一 ・‘ぬ“

''1 』 ‘ ;''"7''' 

細い陽刻の上向き剣頭文宇瓦0 界線がない0 表面黒灰色、内面灰白色。焼
成やや堅徴、胎土は小石粒が混じる0 瓦当面に離れ砂付着0 
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2. 4cm 上向剣頭文 

細い陽刻の上向き剣頭文宇瓦。界線は上のみに見られる。a 表面黒灰色、内
面灰白色。焼成やや堅級、胎土は小石粒が混じる。瓦当面に離れ砂付着a  

上向剣頭文 2. 3cm/ 

細い陽刻の上向き剣頭文宇瓦0 界線がないところを除けば 08 と似る。表
面黒灰色、内面灰白色。焼成やや堅徴、胎土は小石粒が混じるo 瓦当面に離
れ砂付着0 
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YNil 1 3 

皿期 I期 

YNil 12 

3. 6crr 
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』ー 

上向剣頭文 

陽刻のやや横長の上向き剣頭文宇瓦0 上下に界線が見られるが、これを除
くと 10と似た剣頭文である0 表面黒灰色、内面灰白色を呈す0 焼成やや堅
級で、胎土は小石粒を含む0 

m"  

I期折曲げ 

陰刻下向き剣頭文宇瓦o 剣頭中の鏑は断面三角形を呈し、太く先が尖って
いる0 黒灰色を呈し、焼成はやや軟質で、胎土は精良である。瓦当面に布目
痕が見られ、折曲げ作りである0 



皿期 宇瓦 
寺銘系（YNIII) 

瓦当面に陽刻で「永福寺」 と表した宇瓦0 大きく文字を右から書くものと、 

左から書くもの、周囲に珠文を巡らすものの 3 種類が確認されている0 その中

でも字体からYN皿 Ola・0 1 b、 YN皿 02、 YNJII03a・0 3bの 5 

種が確認されている。 
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三鱗文 

陽刻の上向き剣頭文宇瓦0 中心飾りに三鱗文をもつもので、現在のところ
この 2 点以外の出土例はない0 



30. 5cm 

n期 五期 

YNIII0 1 b 

   

 

YNIJI0 1 a 

  

    

4. 5cm 

隙間があく 

瓦当面に 「永福寺」 の文字を左から配した寺銘瓦0 字体で a ・b の箔があ
る。灰褐色を呈し、焼成は堅徹であるo 胎土に小石粒と気泡を多量に含む〇
他の宇瓦に比べ大型であり、これもまた大型の（径19cm) YA 皿 01類の鐙
との組み合わせが考えられる0 箔の打ち込みが深く、瓦当面には黒色の離れ
砂が付着する0 瓦当上端は横削りの面取り、顎部は横ナデ調整。 

4. 1cm 

瓦当面に「永福寺」の文字を左から配した寺銘瓦0 字体で a ・b の箔があ
るo 灰褐色を呈し、焼成は堅繊である。胎土に小石粒と気泡を多量に含む。 
他の宇瓦に比べ大型であり、これもまた大型の（径19cm) YA 皿 01類の鐙
との組み合わせが考えられる0 箔の打ち込みが深く、瓦当面には黒色の離れ
砂が付着する0 瓦当上端は横削りの面取り、顎部は横ナデ調整。 



4. 9cm 

V  

3. 9cm 

瓦当面に 「永福寺」 
灰褐色を呈し、焼成
宇瓦に比べ大型であ
組み合わせが考えら 

一‘~ 

の文字を右から配した寺銘瓦。字体で a・
は堅徴であるo 胎土に小石粒と気泡を多量
り、これもまた大型の（径19cm) YA 皿 0 
れる0 

bの箔がある0 
に含む。他の 
1類の鐙との 

且期 n期 

霧
H
V

v
 YNJIJ0 3 a 

 

YNIII0 2 

 

字体は右から左 字体が右から左 

寺銘の周りに珠文がめぐるo 
瓦当面に「ロ福寺」の文字を右から 

の界線に囲まれた珠文が巡る0 
国宝館所蔵品 
出土地不明 
胎土は砂っぽく、よく焼き締まるが、 

とは異質である。現在知られているのは  

配した寺銘瓦。字体の周囲には二重 

他のI期から皿期の永福寺瓦の胎土
この一点のみである。 
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且期 宇瓦 
その他（YNIV) 

連珠文宇瓦。内区と外区を界線で区切り、内区に連珠を連ねるo 

YNJII0 3 b 

字体が右から左 

瓦当面に 「永福寺」 の文字を右から配した寺銘瓦。字体で a・bの箔があ
る。灰褐色を呈し、焼成は堅徹である。胎土に小石粒と気泡を多量に含む。 
他の宇瓦に比べ大型であり、これもまた大型の（径19cm) YAIII0 1類の鐙
との組み合わせが考えられる。 
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界線に囲まれた連珠文 

連珠文宇瓦0 内区と外区を界線で区切り、内区に連珠を連ねる。凹面には
目の細かな布目痕が残る0 焼成は軟質で、胎土は精良0 灰白色を呈し、頚部
から女瓦部にかけて、縦方向のヘラによる調整が行われている。 

皿期 

3 cm 



ー
 

ゆ
ゆ

ー
 

, 

! 

男（丸）瓦 
A種・B種 

'C種（東海地方窯）● D種 

A種 

曽競襲罷讐謬質の製品がある0 

凸面には細かな縄百の市き目、凹面には布目痕が残る
0 
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B種 

胎土に砂、石粒を多く含み、気泡も多くざっくりした割れ口o 
表面は灰白色～灰黒色を呈すo 
凸面のナデ調整は、丁寧になされ叩き目を残す例は少ない。凹面は細かな 

布目痕を残すが糸切り痕は不明瞭である0  

C種 

陶器質の胎土で、長石粒が目立っ0 鐙瓦YA I 0 3 、 女瓦 F類と同質の胎
土であることから、東海地方窯産と考えられるものであるo 

黄灰色を呈し、極めて硬質。外面は弱い縦ナデo 内面には布目痕が明瞭に
残る0 男瓦部口径約16cm、厚み中央で約3.5cm0 



D種 

胎土は五期のB種に極めて似た粗いものである 0 割れ口はざっくりしてい 

る0 

表面は黒灰色のくすべ焼き風である0 
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女（平）瓦 

A類・B類● C類 

●D類・E類● F類 

A類 

人名押印の文字瓦を有する一群である0 
凸面に側縁に平行に細かい縄目叩き痕が残る。叩 

幅が狭く、縄目が瓦の広端から狭端まで通ることか 
ていたものと思われる。 

凹面の布目痕を丁寧になで消している0 一見板ナ 
ものもある0 表面に離れ砂が付着。 
軟質、硬質の 2 種類あるが、焼成の違いと考えら 

き板の原体は、叩き目の
ら、細長いものを使用し 

デ風の調整を行っている

れる 0 灰～灰褐色を呈す 
る 0 
厚みは 2cm前後のものが多いが、中には1.5cmと薄いものも見られる〇 



B-1類 
太い斜格子の叩き目 
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B-2類 
細かい長方形の叩き目 

B一 3類 
細かい菱形の叩き目 
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大きな斜格子文中に、文字「大」「上」・記号「＋」・花押を組み込んだ一 
群である〇 

裏文字の 「大」、「花押」から、宇瓦YN0 3と同じ水殿瓦窯の製品である〇 

29cm 
Iー
 

t 

35. 5cm 

B類 C類 

凸面に小さな斜格子の叩き目が施された一群である0 叩き目の形状により 
3 種に分けることが出来る0 
焼成は硬質で、須恵器質のものもあり、青灰～灰褐色を呈するo 
A類同様の粗い離れ砂を使い、やはり凹面に布目痕を残すものは希である〇 
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C類の叩き目文様 C類の叩き目文様 

「花押？」 
「大」 
・叩き板長残4.5、幅残5.5cm 

「大」 は裏文字、「花押」 と同一原体。 
・女瓦C類・凸面 

「大」 
・叩き板長4.6cm、幅残5.7cm 

「大」 は裏文字、「花押」 は見られない0 
・女瓦C類・凸面 

r+i 
「＋」が格子の中に大きく表現されている0 
・叩き板長残4.4cm、幅残5.5cm 
●女瓦C類・凸面 

r+i 
「少」 

「十」 は細く、横長に表現される。 
・叩き板長5.1cm、幅残6.6cm 
・女瓦C類・凸面 「上」 

「上」 の第 1画が点で表現されている0 
・叩き板長6.3cm、幅残5.8cm 
・女瓦C類●凸面 

「花押」 
●Olaの 「花押」 とは異なる形である0 
・叩き板長5.7cm、幅残5 .8cm 
・女瓦C類・凸面 
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33cm 

42cm 

A 

D類の叩き目文様 

斜格子＋花菱文 

D類 
「永福寺」「文暦二年永福寺」(YM I）の押印をもっ一群である。 
胎土は小石、気泡を多く含む粗いものである。焼成は比較的良好で、灰～ 

灰褐色を呈するものが多い0 厚さ2.5cm前後の厚いものが多い。 
凸面には大きな斜格子文の叩き目が付くものと、不規則なナデ付けのもの 

があるo YA皿 0 1、 YN皿の寺銘系の宇瓦、鐙瓦の胎土と似る0 
C類とは胎土が大きく異なり、規格も大きいものが多い0 

「永福寺」叩き 
・女瓦凸面に叩き板で、文字を型押ししているo 
・叩き板長残17cm、幅4.2cm 
・女瓦D類・凸面 
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F類 

凸面に「×状の斜格子」「横線」「三鱗文」「花菱文」等の特徴ある叩き目を 
有する一群である。表面や胎土中に黒色粒子が認められる〇 
同種の瓦は市内極楽寺、鶴岡八幡宮、横浜称名寺から出土している〇 

F 類 

東海地方窯産の女瓦である。色調は赤灰色～茶灰色を呈し、胎土は陶器質
でとても硬く表面に長石粒を含み、長石が溶けて発砲したものもある 0 厚さ
は 2 cm'-'-'2.7cm位までのものがある0 凸面に若干糸切り痕を残すし、横、あ
るい斜め方向のは縄目叩、太めの正格子の叩き目、斜格子を縦あるいは斜め
に施している0 凹面には糸切り痕が認められるが、布目痕は皆無である。側
面、縁端はヘラ削りによる調整が見られる。凸凹面に多量の砂粒が付着する。 
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縄目叩き 
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正格子叩き 

斜格子叩き 



YM I 0 1 a 

YMil 01 b 

YMIII0 1 c 

YM I 
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文字瓦 
YMl （人名系） 

I期の鐙瓦裏面、男瓦、女瓦、鬼瓦等に人名と思われる押印がされているも 

のである0 人名には「宗清」「守光」「宗俊」「文長」（支長又は友長の可能性も 

あるo）「国元」が見られる0 

「宗清」 
・股の上端は隅丸方形を呈す0 
・押印長5.1cm、幅2.4cm0 
・女瓦A類・凹面 

「宗清」 
・字体が細い0 
・押印長残4.4cm、幅2.4cm0 
・女瓦A類・凹面 

「宗清」 
・aと似るが、隙間があいたりはらいが短い等の相違
がある0 
・押印長5.1cm、幅2.5cm0 



押
 

「守光」 
・02aと字体が似るが、押印の大きさが一回り大きい0 
・押印長4.7cm、幅2.7cm 
・女瓦A類・凹面 

「宗俊」 
・押印長6.0cm、幅3.4cm 
・女瓦A類・凹面 

YM I 0 3 
YM I 0 2 a 

YMI YMI 
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「守光」 
・02aと字体が似るが、押印の大きさが一回り大きい0 
・押印長4.7cm、幅2.7cm 
・女瓦A類・凹面 

 

YM I 0 2 b 
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YM I 0 4 a 

YM I 0 4 b 

YM I 0 4 c 

「文長」 
・押印の印長が長く、字も太いo 
・押印長7.9cm、幅3.7cm 
・女瓦A類・凹面 

YM I 0 4 d 

 

「文長」 
・押印の印長が短い0 
「長」の下半分が不明瞭0 
・押印長4.2cm、幅2.9cm 
・鬼瓦・YA I 0 2 d裏 

YM I 0 4 e 

 

YMI YMI 

「文長」 
「長」 の字の第1画、第 3 画、第 4 画と第 2 画 
が離れる0 
・押印長残4.0cm、幅3.3cm 
●女瓦A類・凹面 

「文長」 
「長」 の字の第 1画、第 3 画、第 4 画が第 2 画 
に接する0 
・押印長4.3cm、幅残3.0cm0 
●女瓦A類・凹面 

「文長」 
・0 4bより 「長」 の第 4 画と第 5 画が離れる0 
・字が太い0 
・押印長6.2cm、幅3.4cm0 
・女瓦A類・凹面 



YMI YMI 

「守光」 
・先の尖ったヘラ状のもので彫り込んである0 
・鬼瓦・YA I 0 2 a裏 

「国元」 
・押印長4.2cm、幅2.9cm 
・女瓦A類・凹面 

YM I 0 5 

  

  

YM I 0 6 
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基本的に、縦長の押印の中に「永福寺」銘を陽刻したもの。 

文字瓦 

YMil（寺銘系） 

YMil 

「文暦二年永福寺」 
●文暦二年（1235年）は、焼け落ちた惣門修理に使わ
れたと推察される瓦である0 
・押印長 5.4cm、幅3.3cm 
・女瓦D類・凹面 
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「永福寺」 
「寺」 の第 3画と第 4 画が 02bより短い。 
・押印長7.0cm、幅3.9cm 
●女瓦D類・凹面 

「永福寺」 
・a~cの字体は似る0 
・押印長6.2cm、幅2.7cm0 
・女瓦D類・凹面 

' I'‘、 
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YMil 0 2 a 灘 . 
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号 

「永福寺」 
・0 2aより印の彫りが浅く、字が太い0 
・押印長7.0cm、幅3.9cm 
●女瓦D類・凹面 

YMil 0 2 b 

乙 

濡議響簿舞護喜 

謡舞鱗麟二 「勲議器ぎミ浸奉誓プ 

YMil YMil 

YMil 0 3 a 

mW''‘・i7”ーー・・・ ‘、,' 

嚢欝 

YMII 0 3 b 

YMII 0 3 c 

「永福寺」 
・0 3 a、 0 3 c より印長が短い0 
●押印長5.6cm、幅3.0cm 
・女瓦D類・凹面 

「永福寺」 
「寺」 の字の右横に文様らしきものが彫り込まれて 
いる0 

●押印長残5.2cm、幅3.0cm 
・女瓦D類・凹面 
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YMil YMil 
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「永福寺」 
・文字はYll 02 bに似るが印幅がやや小さい0 
・押印長残6.2cm、幅3.5cm 
●女瓦D類・凹面  

「永福寺」 
・内枠（界線）がない。 

「寺」 の字が大きく太いo 
・押印長6.0cm、幅2.5cm 
・女瓦D類●凹面 
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YMil 0 5 



YMil 

「永福寺」 
「永」 の字の第 3 画と第 4 画の間に余分な横線が入 
る。 
・押印長残4.8cm、残幅2.9cm 
・女瓦D類●凹面 

YMil 0 6 
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記号瓦 
YMIIT（記号） 

押印で竹管文、三角文、三鱗文等を瓦当・女瓦端部等に押したもの0 

女瓦一D類、男瓦一B種、鐙瓦一YAIIで確認 

YMIII0 1 竹管文 

YMTII 0 2 三角文 

YMIII 0 3 目 

YMIJI 0 4 三鱗文 

YMIII 0 5 花形文  

YMIII0 1 

竹管文を瓦当・女瓦端部に押印したもの。 

周縁に押された例も

ある。 

女瓦端部に押印された竹管文 
YAII 0 5 の中央部に押印された竹管文 
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竹管文 



瓦当縁部・女瓦端部に 「目」 の記号を押印したもの0 

女瓦端部に押印された記号 

~ 

「 

21 

女瓦端部に押印された記号 

ー
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△の竹管文を瓦当・女瓦端部に押印したもの0 

YMJII 0 2 YMIII 0 3 
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I 

YMJ1I 0 5 

花形を男瓦端面に押印したもの。 

YMII[0 4 

男瓦玉縁部端面に押印され

た花形0 

女瓦の凹面に三鱗文を押印したもの0 

押印の三鱗文 

、」 

、I 
」，一 ‘ 

一1 



ヘラ書き（花押？) 

凹面瓦当近く0 

平成 5 年度 
YN I 0 1 d 
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凸面中央やや左0 

昭和63年度 
YN I 0 1 d 

 




